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技術家庭科教育と技術史

（１）

最近５～６年，技術家庭科の内容および方法の

一要素として，技術史の教材をとり入れたいとい

う意見が高まってきている。教育の仕事は，教師

の深い認識とひろい視野の上に立って行なわれね

ばならないということは原則であり，そしてその

認識も視野も歴史的なものでなければならないと

いうこともまた周知のことであるから，われわれ

の間における技術史重視の姿勢は当然前むきの正

しい方向を指しているものと考えられる。しかし

私は年来，科学史や技術史を勉強してきたもので

あるが，この欣ぶべき気運に対して，これまで積

極的な発言を控えてきた。

実は－これに先立つことさらに10年，当時の

中学校および高校の理科担当教師の間に，理科教

育に科･学史的教材を導入しようとする動きがあ

り，数人の人の実践もあったが，その成果は期待

したほどのものではなかったことを記憶してい

る。現在私は理科教育の仕事から離れているの

で，今日の事情がどうなっているか，詳しいこと

は知らない。しかし私は当時その科･学史のデータ

を理科の教材としてとり入れる試みが成功しなか

ったことから受けたホｐ苦い印象が未だに残って

いるので，いま技術家庭科の先生たちの技術史採

択に対する熱意に対して，“待っていました！”

という気になれないでいるわけである。

（２）

２

＄

岡 邦 雄

かつての理科教育における科学史導入に，私が

当時その状況や理由をろくに分析もしないで性急

にソッポをむいていたことは，正しくもあり，ま

ちがってもいたと思う。しかし，だからといって

技術家庭科教育への技術史導入に冷淡であること

は絶対にまちがっている。なぜなら第一，中学校

ないし高校の理科と中学校の技術家庭科とでは，

教科の性格がちがう。第二に，現在の事情におい

て後者の授業そのものが遥かに実践的であり，教

授（広義）における教師と子どもとの間の“呼

応”関係にズッシリした手答えがある。第三に，

この教科における技術史とり入れの実践が既に多

くの現場教師によって具体的に行なわれており，

かつその実践展開についての研究も進められてい

るからである。

（３）

この一文は，与えられた紙面も小さいので，さ

し当り一ばん気になることから書いていく。まず

技術史のテーマを大した検討を加えずにいきなり

教材化すること自身に問題があることを申上げた
●●●●●●●●●●●●●●●

し､ｏ

（その理由）私は技術家庭科の時間に，子ども

たちは作業室に立ち通しに立っていることが理想

的だと考える。もし技術史の一駒が教材化される

となると，どうしても子どもたちは，それに当て

られた30分なり，１時間なりのあいだ，椅子に腰

かけて先生のお話を聞くという恰好にならざるを

Ｆ－．１
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得ない。しかしこの“お話”の時間は，たとい一

・学期に１回だとしても切詰められた１週３時間と

いうギリギリの時間割からそのために割くことは

何だかもったいない気がするのである。だたしこ

の時間中でも子どもたちが座っていないで立って

いるなら話は別だ。今から10年前，私は岐阜県の

山ふかく，長良川の上流ぞいの小学校で，校長先

生が６年生の一クラスに自転車の歴史を話した記

録を読んだことがある。子どもたちはその自転車

授業の何回かのなかの数'一分，校庭で立ったまま

盃で(しゃがんでいるやつもいたかも知れない)，教

材の自転車のそばで，校長先生の‘‘始話'を間い

・たのである。私はその場面を遠く想望しながら，

このときの若い校長の深い配慮を感じたのであ

る。

（４）

教科研究者の間では，よく教授の内容と方法と

いう言葉が使われている。しかし実際には，この

内容と方法という２つの柱は,案外,その規定も使

い方もアイマイになっているのではないかと気づ

かわれる。いま技術科教育と技術史との関係（交

渉）を考える場合，その“関係,’とは技術史が技

術教育のほうへはいり込むという関・係なのであ

毎る。では，その技術史のはいりこむのは，教授の

内容のほうか，方法のほうか？

ふつう内容といえば，ここでは教材単元系を，

方法といえば各教材単元に接着している教授過程

を意味する。そこで技術史が教授のなかへはいり

こむとすれば，それは内容と方法のどちらの方に

より深く，より重く入りこむかという問題に当面

する。

ここでさらに内容と方法の本質についてつけ力Ⅲ

えれば，内容，すなわち教材･単元系のほうは，そ

の系統性を特徴とし,方法,すなわち教授過程のほ

うは順次性（子どもの年令とともに発達する能力

の順次性）が優位する。＊その点が教科･と，それ

が系譜的に所属する学問分野（科学）とのちがう

ところであり，もちろん後者においても内容と方

法とは二つの柱を成すのであるが，そこで優位す

るのは論理的系統'性を特徴とする内容のほうであ

って，方法のほうは，研究方法として内容の体系

化を担当するに止まる。この区別が多くのぱあ

い，ポヤけてしまって，教科.と学問分野との区別

がなくなり，教科の場合にも内容（系統’性）が大

切にされ，肝心の方法（順次性）のほうがお留守

になり，“方法，’が単なる“手段'’に限定され

て，“導入'’とか，‘‘動機づけ”とか,軽く,浅く

あしらわれる半面，技術史はまず“方法'’のほう

にとり入れるべきはずなのに内容に組入れられ，

“教材化”などという性急なことがまず流行する

のである。１０数年前における理科教育への科学史

の“教材化"，最近５～６年間における技術科.教

育への技術史の“教材化”がいずれも所期の成果

をあげ得なかったことはこのためであると思われ

る。

（５）

教育は重い社会的責,任を背負わねばならぬ仕事

であるがゆえに，深い社会的および自然的認識の

上に立って営まれなければならぬ。そして認識の

本質は歴史的なものである。したがってわれわれ

の教科である技術家庭科には技術史的認識が惨み
●●●●●●

わたっていなければならぬことは原則的なことで

あって，技術史的事項を教材化するか否かは二義

的な問題である。だからわれわれは職責上，技術

史を教えることの必要を感じる前に，技術史につ

いて深く学ぶところがなければならない。これが

第一。

第二に，技術史を技術家庭科に受入れるぱあ

い，教科の内容と方法とは教育課程のなかで緊密

＊詳細は，近く‘‘技術教育”に寄せるはずの拙稲

“技術家庭科における教授活動の鱗成的蒋察Ｖ”）を

参照されたい。

３



１男子のみ
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単独商業高校’５

第四に，私は，サークルなどの研究例会のテー

マそして，たまには技術史についてのディスカッ

ションがもたれればいいなあと思う。現場教師の

間で技術史の研究者が最近ふえているようだが，

その研究の仕方がなぜか個人的であって，ふつう

の教材研究のように集団的ではないようである。

こうして教師の側に深まった技術史的，したが

って社会史的認識が，加工・機械・電気などの学

習労伽のなかで，教師と子どもとの激しい呼応の

場で，技術や社会の歴史の話が間接的に，あるい
●ｐ●● ヨー

は雑談的になされて，教師の認識と子どもの究知
の

心がぶつつかってくれればとねがっている。

女子のみ

１３

省

男女共学

３３５

１８９

紫

計

女子教員の増加傾向強まる

川（京都市・大阪市・神戸市・横浜市）

６０％以上･･…･北海道・山形・石川・山梨・岐阜・三重

・滋捜・兵庫・和歌山・鳥取・広島・愛

媛・高知・福岡・佐賀・長崎・宮崎（北

九州市）

５０％以上……青森・茨城・埼玉・千葉・新潟・富山・

福井・奈良・岡山・山口・香川．大分

以上のように，女子生徒が50％以上の都道府県は，３７

に及んでいる。５０％に満たない県は，静岡Ｑ9％)，岩一
手（46％)，福島（46％)，長野（45％)，栃木（40％)，

秋田（37％)，宮城（36％)，群馬（34％)，徳島（34％）

の６県にすぎない、

高校商業課程における女子生徒の増加傾向

地方行財政調査会が，全国の公立高校商業課程（全日

制）を調査した結果によると，つぎのようである。

い
』
岬
一
睡

に接若・結合してはいるが，その方法（教授の順

次性)のほうに一そう丹念に惨透させねばならぬ。

上に述べたことを繰返すようであるが教科，した

がって教授の内容のほうに』性急にとり入れるこ

と，すなわち“教材化”することにはできるだけ

'慎重でありたい。

第三に，これも既に述べたことであるが，切り

つめられた技術家庭科の授業時間は，子どもは原

則として，自転車なり，ミシンなりのそばに立ち

通しになるべき時間であって，教室に並べられた

腰掛に座って，先生の一方的な“お話”を聞く時

間にはなるべくしたくないという事情も加わって

いる'。

これらの学校における学科別学級数をみると，「商業

科」が圧倒的に多く，第１学年についていえば，2361学

級におよんでいる。「商業科」以外には「経理科」「事

務科」（各11学級)，．｢貿易科」「営業科」（各７学級)，

「経営科」「女子商業科」（各５学級)，「生産管理科」

「デザイン科」「経営管理科」「商業英語科」（各２学

級）などである。

このような状況にある商業課程において，現在どのよ

うな問題点があるかについて，各都道府県からよせられ

たものをみると，最も多数からよせられた問題点は，女

子生徒の増加という点にある。これについて，第１学年

入学者の男女構成比をみると，つぎのとおりである。

・８０％以上･･･…東京（名古屋市）

７０％以上……愛知・京都・大阪・熊本・鹿児島・神奈

４

文部省は，1968年４月に，国立教員養成学部に入学し

た男女別構成を調査した結果を発表したが，それによる

と，つぎのとおりである。

男子入学者……7054名女子入学者……8613お

これを，現在の４年生についてみると，

男子学生……8031名女子学生･…･･7578名

であり，男子が多いが，３年生から女子の方が多くなっ

ている。なお本年度の全国の女子教員比率は，小学校で

94.6％であり，中学校で26.0％でである。

1７

４

合計|｜’’ 524



加工学習において

技術史をどう教えるか
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－６か月ほど以前に，私の学校に，社会科の教育実習生
が５人ほど来て，２週間の実習を終えて帰った。

そのうちの一人が，実習期間の終りのころ，職員室の

すみで，指導教官（私の学校の職員なのだが）にひど

く，しかられているのが，耳にはいった。

それは，あまりにも，主体性のないことと，事実をし

らなすぎることへの，教師の怒りが爆発したのであっ

た。２年生の社会科の研究授業に際して，指導教師にあ

らかじめ，研究授業の指導案の点検を求めたわけである

が，その研究授業は，「荘園と寄進制度」ということで

あったのだと思うが指導教師の礎問に対して，教生が知

らなかったことと，寄進制度に対するまちがった考え方

をしていることへの指導であった。

その会話のやりとりの中で，社会科の指導教師の話

が，今でも，思い出される。

「社会科は，教科書を読ませて，教える教科でもなけれ

ば，歴史上の事実を調べる教科でもない。歴史的漆思考

線、の仕方や，物の見方や，思考のし方を身につけることの

ほうが，教科としては大切なのであり，さらに歴史的

な，思考のし方は，他の思考の根本をなすものだ」とい

う意味のことを，教生に対して，話していたことを思い

出した。この考え方は正しいと思う。

私たちは，日常の職員室や，学年会，職員会議等で

も，また，教研集会でも，現在の教育上の諸問題につい

て，意見をのべるときには，必ずと言っていいくらい，

歴史的なうらづけをもって，発言する。

たとえば，灘尾発言にしろ，勤務時間にしろ，その政

策の源流は，池田・ロバートソン会談以降の文教政策の

一藻として打ち出されたものであるということが一般に

いわれているし，本来，政策や，政治とは，そんなもの

であると考える。

また技術は，社会的な所産であると言われている。い

保 泉信二
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ろいろな国々によって，その技術の発達の様態は，ちが

ってきている。

たとえば，日本における技術の特徴は，きわめて，感

覚的であり，工芸的なものであると言われているし，ま

た，正倉院に収められているものをみると，－少くと

も，奈良時代の科学技術を知る上では，必須の条件であ

るが，－その収蔵品が，武具にしろ，仏像にしろ，き

わめて，工芸的であり，それこそが，奈良文化の特徴で

もあった。､

技術を正しく理解するためには，その背景にある，社

会条件を分析し，その成因を知ることこそ，大切なので

ある。それなくしては技術の価値を正しく評価できな

い◎

また，「技術」は多くの場合，経済性と社会性をもっ

ている。現代のように，科学技術が，目まぐるしくかわ

る社会にあっては，歴史的な物の見方の中から，明日の

技術を予測できるような能力を，子どもに期待するし，

まして，社会の変動がはげしい時代ほど，歴史的な教材

を用意することによって，自分の足もとを，見抜く力を

育てることが，必要になってくる。たえず，歴史的な流

れの中で，そのものの正しい姿（真実）を把える態度が

育ってほしいと思っている。

①加工学習に，技術史をどう組み入れるか

中学校における技術教育の特徴は，加工学習に限って

考えると，木工や金工の専門家を育てることではなく，

一つの教材を製作し，完成する中で

材料の認識

工具や機械の認識

基本的な加工法

を柱にして，教えることによって，技術的能力を育てて

５



いくものである。

したがって，加工学習における基本的な内容は，

。材料の一般的性質を中心にして，層性を知ること。
。工具や機械のしくみを知ること

・けがき，切断，穴あけ，組立て，表而処理などを中

心とした，基本的加工法を理解すること。

技術の発達のし方を考える場合に

一つには，「技術」そのものが，おのおの個別に生産

の中でその機能を発揮しながら進歩する場合。生産技術

は，その社会を背最にして，きわめて複雑な，発達のし

方をするものである。

いいかえれば，農業，冶金，造船，刃剣の技術などの

個々 の技術が，それぞれのペースで，進歩するものでな

く，相互に影響し合い，化学や物理学などの学問を背景
にして，進歩発展してきたものである。

もう一つには，材料と工具・機械の相互･作用の中で，
発達するという場合。

いいかえれば，私たちの祖先は，自然界との斗いの中

に生きてきた。機械の祖先は棒きれであり，それが，ク

ワ，スキや，ノミ，キリなどの道具へと進歩し，機械や

装置へと進んできた。そこで，木材の強度の上での限界
やら，機械との関係が生じる。

近代になって，新しい材料の出現が，新しい工具や，

機w賊，装置を生み出した例は多い。

たとえば，1781年に発見されたタングステンは，その

後の切削工具，特にバイトなどの改良を促進し（もちろ

ん，治金学などの進歩を前提にしているが),切削技術，

新しい機械や，改良に大きな影響を与えたものである

し，また，超硬工具の開発が，切削性を高め，いろいろ

な技術の進歩をになっている。

また加工法と工具との関係で，ソビエトのコレソフバ

イト，ルイシコフバイトなどにみられる荒削り，′仕上削

りバイトを組み合わせた２枚刃をもつバイトで作業能率
を高めたなどの例もみられる。

もちろんこれらの内容が，中学校の技術教育の中に，

ストレートに持ち込まれ，製作学習と組み合わされるも

のではないが，加工技術の側面をつくものであるという

観点から，指導計画に組み込まれることの意義は大き
い。

②加工学習でとりあげる学習内容（金工）

a．金属の発見と材料の開発

･古代の道具と材料

６

。銅と青銅

・鋳造

・古代における鉄の発見と利用装身具，ノコギリ

。銑鉄の製法一木炭高炉

・産業革命と鋼

・鉄鋼の時代

・合金鋼の開発一亜鉛，クロム，タングステン，

アルミニウムの発見

・製鉄の技術－たたら製鉄から禰炉製鉄へ

人類が，鉄その他の金属材料をどう開拓し利用して来

たかを中心として,､授業計画に組み入れる。

ｂ、工具，機械の発達

機械の中で，いちばん早くから，工夫され，改良が垂…

ねられたのは旋盤である。その旋盤を中心に工具を考え

る。

機械の祖先一ドレイから機械へ

。古代の旋盤

。中世の旋盤一ポール旋盤，ダヴィンチの旋盤

（足踏式）

･蒸気機関の出現

・モーズレイの旋盤

・ホイットニーによる標準化一中ぐり盤

・セラースの旋盤一段車

・普通旋盤一段車式，歯車式，モータ

。工作機械の自動化一ならい旋盤，自動旋盤，ター

レット旋盤

・その他の工作機械一複合工作機械，放電加工機

ｃ工作法の発達

･オノ，ノミ，ノコギリによる工作一画

。中世のマニュファクチュア

。蒸気機関と産業革命

・オートメイション時代一機械の自動化

・機械の電化

技術史の学習をたすける意味で，生徒用図書として，

イリーン籍「:機械・望遠鏡の歴史」岩崎書店

岡田日出士著「オートメイション物語」新潮社

Ｓ,バリドガルド箸「機械のはなし」誠文堂新光社

などは，中学生として，手がるな読みものである。

この記録は実践にうらづけられたものではない。

加工学習の中で技術史を教えることはきわめてむずか

しいように思う。御批判を乞いたい。

（府中市立第３中学校)，



Ｆ＝１

Ｐ心

技術史を技術学習に

どう教材化するか

１．技術史を学習に取り入れる観点

中学校の技術学習において，技術史を取り入れる必要

性なり意義がどれほどあるのだろうか？こうした疑問

がまず生れる。われわれ教師が自分のために技術史を学

ぶことは，乱暴ないい方であるが，勝手である。教師が

学ぶことと，子どもたちに学ばせることとは，まったく

別の問題である。ベリキンドは，「人間と技術の歴史」

(1)（野中昌夫訳・東京図書ＫＫ刊）の序論の中で，技術

史について，つぎのように述べている。技術史は，さま

ざまな発達段階にある人間によって使用されてきた労働

手段の物的形態，およびこの労働手段によって遂行され

る過程を研究するものである。そして技術史の研究対象

は，道具，労働手段，それらが発生し，ひろく採用さ

れ，死滅した時期，あれこれの技術的対象の利用方法，

技術上新機軸をひらいた人びとの活動，彼らの仕事の方

法，結果，彼らの活動条件，などに閲する歴史上の事実

やできごとであるとしている。

これは１つの学問分野としての技術史の研究内容を示

すものである。われわれは，これだけで，巾学佼の技術

学習の中に，技術史を取り入れる意義や必要性を認める

ことはできない。技術史を取り上げて，子どもたちに何

をつかませるか。技術が発達した歴史を教え，あるいは

考えさせることが，どのような意義をもつのか。現代の

技術を理解させるだけでは片手落ちだから，その歴史を

教えることが必要なのか。われわれの先人の努力の姿や

発達の過程を知らせるために技術史を取り上げるのか。

技術はそれぞれの時代の自然科学や社会的要因に制約さ

れながら発達して来たことを認識させるために取り上げ

るのか。だれが，どんな時代に，どんな発明や研究をし，

それがどのように発展して今日に至っているかの過程を

知らせるためなのか。種々のおさえ方が可能である。

中学校で技術史など，あえて意図的．計画的に教える

小 池 清

必要はない。と考える人もいるだろう。現在の子どもた

ちの能力を一段と高めるために意義ある学習が構成でき

るであろうか？過去を知らせるために歴史的内容を学

習に組み込むことも，１つの教育としての意義はあるだ

ろう。単に子どもたちを物知りにするために技術の歴史

を取り上げるのでは,その意義は薄いものになるだろう。

私は技術史に関する問題をつぎのようにとらえたい。

技術史そのものを教えるために取り上げるのでなく，

それぞれの学習のねらいや内容を，子どもたちに，より

よく理解させるために役立つものを技術史の中に探し求

め，それらを現在の学習の中に効果的に折り込む立場

で，技術の歴史的問題を大切にしたい。歴史を知るため

に歴史を取り上げるのでなく，ねらいとする学習をより

よく達成する上で価値ある歴史的内容を取り上げたり，

学習を技術の発達のステップに合わせて構成するなどの

観点で，われわれが技術史をひもとくなかから得られる

諸素材を学習指導に効果的に役立てる努力をしたい。

２．技術史をどう教材化するか

技術の歴史に関する将物はいろいろある。それらに目

を通すことは容易であっても，それらを学習目的に合わ

せて，どう教材化するかは容易なことではない。

技術に関する歴史の中から，何のために，'何を，どの

ように取り上げるのが，中学校という発達段階の子ども

たちにとって，可能であり，有効であるか。当然問題に

されなければならないことである。しかし，この問題に

ついて，十分筋道立った研究や実践をわたくし自身もち

合わせていない。したがって，ここでは，技術そのもの

の歴史的理解，および道具と機械の発生とその発展につ

いて，日頃考え，不完全ながら試みている問題について

述べてみることにしたい。

まずその１つとして，「技術」そのものを子どもたち

『



にどのように理解させるかの問題がある。

現在一般におこなわれているように，製作や分解･組

み立て等の実践学習と，工学的理論学習の２面からだけ

の学習では，社会的存在としての技術を本質的な面から

子どもたちに理解させることは不可能である。卒業まじ

かの子ども，あるいは卒業生に，３年間の学習であとに

残るものは，ちりとり，本立て，自転車などでしかない

ことが，よく話題になる。もっと技術に関する本質的な

ものが定着したり育っていないのはなぜだろうか。技術

そのものを基本面から本質的に理解させる学習が不足し

ていることに問題があるといえよう。

技術とはどのようなものであり，技術は人類の歴史と

ともにどのように生れ，どのような社会的要因や自然界

の法則性の認識のもとに，どのように成長して来たか。

この辺の問題は，中学に入学した１年生の１番最初の授

業で取り上げ，技術の本質的概要を理解させたい。その

ための教材として，人類の最も初期の時代（サルから進

化し，自然から得られるものを道具として用いるような

り，加工を加えて道具を作るようになり，採取経済から

農業をはじめ，一段と道具を工夫・改善する頃までの時

代）を中心に，人類と労働手段のはじまり，つまり技術

のはじまりを学習させたい。その中で，技術のはじまり

は，人間が労働することからはじまり，目的遂行のため

の手段が技術そのものであり，その移り変わりが技術の

発達であること，このことは今日の技術をとってみても

本質的に異なるものでないことなどを認謙させたい。

１年生の最初にこうした技術認識に関する学習を取り

上げる目的は，３年間の学習を通して，絶えず技術とは

目的をよりよく蝋成するための手段（仕方や方法）のこ

とであり，技術の学習は，物の生産にかかわる諸手段に

ついての学習が中心となるものであることをいつも意識

の基本にもち各菰の学習行動に取り組むようになってほ

しいからである。２年生の段階においては，機械学習や

加工学習と関係をもたせながら，「道具から機械への発

達」に関する学習をぜひ取り上げたい。単に手による道

具から機械的方法に移っていたという表面的な扱いをす

るのでなく，歴史的事実を具体的に学習の中に雄り込む

ことによって，大変おもしろい学習展開が可能になる。

たとえば，手で直接木を回転させて火をつくる方法か

ら，弓づるを使って機械的回転運動をつくり，短時間で

火を渡得する方法の発明を上げることができる。これは

人類はつの機械のはじまりであるとされているものであ

る。その手段はさらに発展して，類似した方法で材料に

穴をあける機械へと移ってゆく過程などは，道具から機

８

械への発達の恰好の教材といえる。あるいはまた，殻物

を粉にする製粉手段が，石でたたいて作る方法から，石

うすによる回転方式による製粉手段への移り変わり，そ

の後，各種の道具や機械を作る仕事が，農業や牧畜をお

こなう合い間で行なわれていたものが，仕事の専門化や

分化という社会発展の必然的結果から，手工業部門が独

立し，それにより，ますます道具から機械への発展（特

に水および風のエネルギー利用による動力技術の発達

と，動力伝逃機継の発達）がおし進められる過程など

も，かいつまんで学習させたい。

さらに３年生の段階では，水力動力技術の危機から熱

動力技術への移行と蒸気機関の出現。さらに内熱機関へ

移り行く概要を取り上げるようにしたい。

３．指導上の工夫

技術のはじまりと，技術の本質的認減を得させる学習

は，１年生の鍛初に２時間使って指導したい。その場合

いきなり子どもたちを原始時代につれもどすのでなく導

入段階を設けたほうが効果的である。たとえば,｢Ａ君，

君はおなかがすいたら，どうするかね」といった発問か

らはじめ，「もし食べるものが君の家や近くになかった

ら，どうしますか？」などのやりとりをいくつかおこな

いながら，原始的時代の方向へ考えを向けさせるように

した上で，本格的学習に取り組ませるようにしている。

学習を具体的に展開するためには，上記の場合も，そ

の他の場合も，物としての具体物（自然の石，棒，打製

石器，石のつちなど）を用意し，視覚に訴えた学習展開

をしたい。弓づるを応用した火づくり機などは，簡単に

模型を作ることが可能である。物が示されることによっ

て，子どもたちは異常なほどに興味と関心を示す。

２年生の「道具から機械の発達」学習の場合は，加工

学習において，学習させるととも．に，全体のまとめ理解

は，機械学習で取り上げるようにするのが適当であると

考えている。カム機構を用いた送風機や，１台の水車で

数多くの機械を駆動する方式の発達（集中駆動方式）な

どは，機椛学習を進める過程に組み込み，効果的に取り

上げることができる。

動力技術に関する３年の学習は，原動機学習の最初に

２時間ほど使って,蒸気による機械駆動のはじまり,それ

が汎用の原動機に発達する技術的,社会的過程を，１時間

にかいつまんで取り扱う。内燃機関についても，ほぼ同

様の取り上げをする。これらの学習展開についても，模

型教具や爆発実験教具をできるだけ工夫し，効果的学習

展開がとれるようにしたい。（八王子市立第２中学校）

声言

ｒ詞
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綜全

技 術史と授業の展開
一モーターの回転原理と電動機の歴史一
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§１授業の展開と機械開発の歴史

技術科の教材として，私たちはある機械や装置をつか

います。電気ではけい光灯，モーター，機械では自娠

車，石油エンジンというように具体的な機（または器）

械を授業でとりあげます。

これらを教材（教える道具材料という意味でなく，教

授内容）として授業を展開するとき，多くの実践例をみ

ると，その機械の種類分けから始めるのが多いようで

す。たとえば，モーターだと，整流子モーターと誘導モ

ーター，単相モーターと三相モーターというように，モ

ーターの種類を列挙することから始めているようです。

初めから現在すでに使用しているものを，学習の対象と

するわけです。

私は，現存の機械をそのまま教材に組み入れることに

多いに疑問を感じています。

その理由の一つは，溌存の機械はあまりにうまくでき

すぎているということです。けい光灯の安定器などはそ

の典型だと思うのですが，一つで三つの役目をしていま

す。一つは，予熱するフィラメントに適当な電圧を与え

るための電圧降下用抵抗器の役目をしています。つぎに

は，放電開始に必要な高電圧を与える役目，三つめは，

いわゆる安定器としての役目として。見た目には，ひじ

ょうに簡単で，いた金をかさねたものに，細い銅線を巻

いただけのものです。しかし，これがあるためにけい光

灯がどんなものであるかがおおいかくされてしまいま

す。この三つのはたらきが，一つ一役の部品三つからで

きていたなら,けい光灯がどんなものであるかかえって

よく理解できるのではないでしょうか。

もう一つは，複雑すぎるということです。エンジンは

けい光灯とは逆に，うまく働かせるために，構造が複雑

になっています。部分部分とりあげていると，燃料から

得た熱で動力をとり出すしくみなのだという最も大切な

高 橋豪
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ことが，ぼやけてしまうおそれがでてきます。

このように現存する機械は，高い知識や技能を要求し

ます。しかし，その開発の過程に現われてくるものは，

単純でわかりやすいものです。そのつみ重ねによって一

歩一歩技術は進歩してきました。その技術のたどった歴

史を授業の展開のモデルとしてつかっていったならどう

でしょうか。

そうすれば，子どもたちは，わかりやすく技術を理解

できると同時に，歴史をたどることになります。これ

は，できるだけ遠くまでとぶための三段とびの助歩と同

じように，技術を飛躍させる力になるような気がするの

で.す。

§２モーターの回転原理とバーローの輪

モーターというと，教科醤で誘導モーターを教材にし

ているので，実践報告のほとんどが誘導モーターに限ら

れているようです。その報告のなかでいつも，なぜ回わ

るのかを問題にしています。

まず，アラゴの円板が登場します。磁石でアルミ板を

回わしてみせ，つぎに「磁石を動かす代わりに，位相の

ちがった電流を髄磁石に流し，回転磁界をつくりアルミ

を回1伝させることができます」ということで，回睡原理

模型というようなしかけでアルミかんなどを回わしてみ

せているようです。

このような授業は，その教師がどう意識しているかど

うかは別として，電動機の歴史を展開していることにな

ると思います。

回娠原理模型はほとんどの場合，図Ｉのような形にな

っています。このようにコイルを組み譲合わせ，一方にち

がった位相の電流を流して回転磁界をつくるというアイ

デアを技術史から拾ってみると，図Ⅱのようなものがあ

ります。

９



図

これは，

装置です。

Ｉ図

1879年，

１１

Ｗ．これは，1879年，Ｗ・ベイリー（イギリス）が考えた

装置です。（｢人間と技術の歴史」東京図書－１５－１図

ペイリーの装置）２つの.位相のちがった電流で，円周上

におかれた４つのコイルを交互に磁化させて上の銅板を

回転させたということです。

「人間と技術の歴史」の著者ベリキンドは，「この装

極は技術的にひじょうに不完全なものであったので，実

用化されることはまったくなく，単なる物理玩具におわ

った。だが，ベイリーのこの装置は，アラゴーの実験と

その研究とを結ぶ一種の中間的な環になった｡」（同書

Ｐ523)と言っています。この中間的な環というのが，技

術の授業の中で有効な手段になり，授業を豊かにしてく

れるものだと思うのです。

図Ｉのような模型をつかってもだれもベイリーのこと

にふれていないようですが，ただそれを見せるだけでな

く，歴史の中にそれがあったことも知らせたなら，技術

史のおもしろさも教えることもできます。

回転原理についての授業報告のなかで，もう少し念の

入ったものになると，磁石を回わすとアルミ円板の中に

フレミング右手の法則でうず電流が生じ，その曜流がフ

レミング左手の法則で磁石の動いて行方向にトルクが生

じることを問題にしています。

東北民研の集会で何年か前，福勘の鈴木先生の報告を

聞いたことがありすまが，円板にうず電流が生ずると言

ってもみせようもなく理解させることができなかった，

と言うことでした。

モーターの回転原理というと，回転磁界に注意が向

き，回転子のほうがおろそかにされがちですが，技術科

でとりあげられている誘導モーターは，その名の示すよ

うに回転子に直接電気を通さず誘導砥流を利用するとこ

ろが最大の特ちようです。ですから，うず電流が生じる

ということこそ大事にしなければならないことがらであ

るはずです。

このことについても技術史は，子どもにどう思考させ

ＺＯ

たらよいかを教えてくれます。

「……磁石の極は，薄板上のその極にもっとも近い部

分にその極と反対の箱の磁気を誘起･…｡.」（｢人間と技術

の歴史｣Ｐ276）した結果アラゴーの円板が回幅するのだ

と，初めのうち考えられていました。磁石で金属板を回

わしてみせ，「どうして回るのか」と子どもにきけばい

かにもこのように答えます。ところが，アルミや銅は磁

気には影熱されない物質であることを子どもに言うと，

また考えなおそうとします。技術の発展史もまさしくこ

れと同じことに気がつき，ファラディが，新しく発見さ

れた電磁誘導の現象にもとづいて，アラゴーの円板が回

転するわけを説明しました。それが正しいことを図Ⅲの

装置で示しました。これが鈴装置で示しました。これが鈴

木先生の生徒が要求したしく

みだったし，発電機への中間

的な環ともなるものだと思い

ます。

ほかの人のことばかりをあ

げ話をすすめましたが，実

は，私はモーターを本格的にIま，私はモーターを本格的に図Ⅲ

授業にとりあげてこなかったのです。理由は，図Ｉのよ

うな回転原理の模型をつくることができなかったからで

す。

ごく溌近，向山先生から送っていただいた資料をもと

にしくみを作
理科トランス説明用コイル

ったら，ひじ

ようにみごと

にアルミかん

が回りまし

た。向山先生

のしくみから

相当はなれて

しまいました

が，くまどり

線輪型の模型

であることに

ぬい針.

iｉｌＯＶ

は変わりあり図Ⅳ

ません。余興のつもりで，やってみたら子どもたちや同

僚の先生たちに「もっと速く回らないの？」「どうして

回るの？」ときかれてうれしくなりました。一方，なぜ

回るのかをどう説明したらよいかまったく弱りました。

どろなわ式ですが，モーターのことをまじめに考えてみ

ようという気になりました。

２年生を相手に，つぎのような説明を試みてみまし

戸司
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倒一

た。

模型の整流子モーターをみせて，ブラシからスリップ

リングを通して回転子に電気が送られていることに注意

を向けさせました。つぎに，図Ⅳの装置をみせて

「ところで，これは回っているほうに電気が通ってい

ますか？」

「どこからも電気が通じていないね」

「それなのにどうして回るのだろう？」

「…･…･…･…」

「もし，この中に電気が流れていたら？」

「回る」

そこで，トランスの説明器具をつかって，離れたとこ

ろにも電気が送れることを示しました。子どもたちは

「電波みたいだね」

「ラジコンみたいだ」

と言っていました。これで誘導モーターの誘導という意

味はわかってもらえたように思いました。

しかし，これはどうも飛踊がありすぎるように思うの

です。それは，初めに見せた整流子モーターの回転子は

完全なコイルであるのに，誘導モーターのほうは，全く

実験用のアルミ板なのです。両方ともアルミ円板を使っ

たら推理させるにもつごうがいいと考えました。

アルミ円板に電気を通じたら回転する。としたら，回

転しているアルミ板にも瓶気が流れているのではないか

しら？というような思考だったら成立するかも知れませ

ん。そのようなものをさがしながら，本をめくっていた

ら図Ｖのしくみに出合いました。（｢電気の理論」やき

しい電気シリー

ズ東京電機大

学編Ｐ７４

６．９図）

下の小さな箱に

水銀を入れ円板

のへりを軽く接図ｖのへりを軽く接

しよくさせ，そこから円板に電気を送りこむようになっ

ています。寸法など譜いてありませんでしたが，直径,０

ｃｍくらいのちょっと厚いアルミ箔の中心に銅線を通し

直流の３Ｖにつないだらクルクルーと相当速く回りまし

た。’0Ａ近い電流が流れるので，しよん間的にしか回せ

ませんが，授業での実験には充分間に合うようです。

ところで，この円板モーターは，図Ⅲのフフラディの

装樋の全くのうらがえしなのです。さらに技術史の本を

り，びっくりしま

した。同時に，技

術史のおもしろさ

を改めて感じまし

た。（図Ⅵ「人

間と技術の歴史」

Ｐ２８３９－３図）図ⅥＰ２８３９－３図）

「ファラデイについで，磁石の作用によって磁界内で電

流の流れる導線が運動する各種の器械を記述したのは，

1824年に出版されたく磁気吸引の研究＞であった。バー

ローによってつくられた，いわゆる『バーローの輪』

は，電気技術発展の前史の歴史的な記念碑の一つであ

る。………中略………バーローの輪は，実用上何の意味

がなかったが，………実用に適する電動機をつくるため

の実験を発展させた点で，独自の役割をはたしたのであ

った｡」（同書Ｐ282～Ｐ283）ベリキンドはこうバーロ

ーのしごとを評価しています。これも前にあげたベイリ

ーの装瞳の同じように，技術史上の中間的な環だと思い

ます。

と同時に，電動機を教えるための授業展開での中間的

な環でもあると私には思われるのです。

技術科で現存の機械を教材として取り上げるのはいい

としても，それを理解させる方法も現存の工学理論によ

る必要はないと思います。技術の歴史の途上に現われた

中間的な環をつなぎながら授業を展開したほうがずっ

と，わかりやすくおもしろい授業になります‘、

めくってみたら，これと全く同じしくみで電気から回転

動力を得ようとした人がいたことを知り，びっくりしま

§３むすび－のこる問題

技術科で技術史をとりあげるとき，これまでのべてき

たことだけがすべてだとは思っていません。「新発明と

いうものは単に一つの機械からつぎの一つの機械へと論

理的な順序でおこるものではない。人間と社会の必要が

目的を設定しその視野と時代の環境との範囲内で，発明

家が要求されたものを生みだすのである」（｢産業革命期

の科学者たち」』．Ｇ,クラウザー岩波書店Ｐ91）私

の場合，機械と人間または社会との関連を捨象してきま

した。これを入れることで，機械を発展させた必然性を

はっきりさせることができます。これはつぎの機会にゆ

ずることにします。

（東北技教協会員仙台西多蛮ベットスクール)，

７７



0gDOBO9QOOqQDOO巳△5,”■■叩■叩』

工 場見学記

一東京芝油電気府中工場とシチ式ソ時計一

IUeq8■O00qpODn0qqOqqqG0qaFB0G■■G0BUUD00pOOUI

111

校外学習にばいろいろな目的があげられよう。その１

つに教科の学習を発展し，視野を広めることが含まれて

いるのは広く知られている。しかし，これまで，見聞し

たところによると，社会科との関連が非常に多く，理科

がそれにつぎ，技術科との関連は必ずしも検討されてこ

なかったように思われる。そこで，私はかねがね，神社

仏閣を見ること，自然観察，も結構であるが，生産の現

場を生徒にじかにふれさせ，そこから，技術の内容につ

いて学び，働くひとびとの姿をとらえさせたいという強

い気持を持っていた。学年会での検討を経て，「武蔵野

台地の工場見学」と題する校外学習をくむこととした。

その１つは，武蔵野台地の地形をバスの車窓から眺め

ほろびゆく武蔵野のおもかげと，発展する工場地域，ベ

ッドタウン，交通網などを学ぶという主旨となった。社

会科担当の先生が，武蔵野台地，多摩川にそった立川段

丘，国分寺跡などを中心に事前指導プランを作り，わた

くしが，郊外の工場地域化，重電機工業，精密工業の実

際についての検討を行なうこととした。

121

エ場の選定にあたっては，まず第１に内容から考え

て，二つの対照的な工場を選ぶこととした。１つは重工

業，他は軽工業または繍密工業という案である。第２に

は，生徒の収容能力が適切かどうか。多勢の生徒を引率

していってもせますぎて十分学習できない場合も考えら

れる。第３には危険防止の面で問題はないか。第４には

生徒に簡単な事前指導で理解できるような作業内容の工

場であるか。第５に働くひとぴとの様子がよく学習でき

るか，……など検討した。八王子の紡織工場は，中小企

業の実態を知るのによいと思ったが，270名近い生徒な

ので収容能力の面で，ｌ断念した。また石川島のジェット

7２
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機ロケット関係は，１年生にはややむずかしすぎるので

はないかと考え，候補からおろした。その結果，重電機

関係として，東京芝浦電気ＫＫの車輪工場（電気機関車

を製造している）と，精密工業として，シチズン時計を

選び，１学年268名を２つに分け，それぞれを交代で見

学させることとした。

131

事前指導.としてプリントを作成した。おもな内容とし

て，(1)注意事項

(2)重砥機工場の見どころ

(3)緒密工業時計工場の見どころ

(4)働くひとびと

とした。

（１）注意事項

ア白線で示された通路内を通る。

イ撮影禁止になっている場合はカメラを持ちこま

ない。

ウ作業中の従業員には質問しない。。

エ：機械に手をふれない。

オ安全第一，足もと，頭上に注意。

力工場のひとぴとに迷惑をかけないｃ

（２）車輔工場の見どころ（課題）

ア電気機関車はどのような順序で作られていくか

あらすじについて。

イ板金の切断や加工には，どのような機械や装置

が用いられているか。

ウ工作機械にはどのようなものがあるか．

。切削関係

･研削関係

また，運搬装置はどうか。

エ多種少量（注文生産）工場の特徴について。

。部品数と部品の保櫛

戸雨

戸司
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。作業の工程数

．作業部門

オ技術の進歩により，どのような部分が機械化さ

れ，どのような部分が手作業として残っているか

力電気機関車のモータはどのようにして作られる

か。

キ試運転用軌道の幅が３種類設けられているのは

なぜか。

(3)時計工場の見どころ（課題）

ア精密工作機械工場の特徴について。

イ精密工作機械では材料の供給や取り付け，とり

はずしはどうしているか。

ウ硬いものをけずるにはどうするか。

宝石，軸受けはどうしてみがくか

エプレス工場の特徴について，型や安全装置はど

うか。

オ時計の良否についての基準はなにか。

力．電子時計はどうして動くか。

(4)伽くひとびと

ア服装はどうか。

イ作業中の表情はどうか。

ウ作業の安全のためにはどういう注意をはらって

いるか。

エ作業

{4１

重電機工場での見学の感想文から拾ってみよう。「ま

ず敷地が広いことに驚いた，まるで１つの町だ。まわり

に試運娠用の線路があった｣。大きな工場だが「建物ご

とに分業の１部門に割当てられて，中心に事務所が配置

されていた｡」「工場の中にはいると機械を作る１つユつ

の場所に予定表がばられ成績がしるしてありました。ま

ったく大変だと思いました。,仕事は計画的でよいのです

が，仕郡に追われているようでした｡｣また別の生徒は，

「大工場だから，人はあまり作業をせず，ほとんどが，

ひとり，ぴとり別な作業をしていました。大きなものを

作っていた。車輪が１ｍぐらいの直径で厚さが，２０ｃｍ

もあり軸が直径25～30ｃｍもある。あれが１つでもころ

がりだしたらどうしようもない」と感想をのべている。

「注文生産でば，タクトシステム管理法というのがあっ

て，今日は，どこまでやるかかいてあった｡」こういう

感想文がかなり多い。また「大きな機械が大きな機械も

のを作っていた。人間が機械を作っている感じがした｡」

「大きな材料を大きな機械でけずると油をざあざあ流し

ていました，また，厚さ１ｃｍもある鉄板を切る機械も

ありました｡」

「まず，板金を切り，部品を作り，それを組みあわせ

てボデーを作ります。そのボデーに上から機械部分や，

モータをとりつけています。交流用が赤で直流が青と色

で区別しているそうです。配線がいりくんだものをとり

つけていました。『これはなんですか』ときいたら，『制

御装置だよ』と案内の人がいいました。制御装置は，い

ろいろな電圧や電流を目的どおりにするしくみだそうで

す。モータは直径50ｃｍもあるのには驚きました。電気

製品というと，テレビ，洗たく機，冷蔵庫などを思いだ

しますが，こういう電車，エスカレータ，エレベータな

どをはじめ，いろいろな大事なところに役立っているこ

とに気がつきました」と耐久消饗戦の売りこみ宣伝が電

気の役割の一面ばかりに眼をむけさせている現実に気づ

かせています。

「シチズン工場では機械に追いまくられて，同じこと

をくりかえしてやらされていましたが，ここでは，人間

が機械を使って仕事をしていました｡」

「大きなものを作っているので精密さは関係ないかと

思いましたが，精密なところもあって，製品を作るだけ

でなく，できた品物を検査するところもあった」

「一番，驚いたのは大きなクレーンがごうごうと大き

な品物を運んでいた」し，また「黄色いフォークリフト

が行き来していた｡」と１０数人が感想文にかいていた。

「大きい」したがって，「粗雑」という思考が誤りで

あり，必要に応じて，精密な部分とそうでない部分があ

ることに気づいたことも収穫であった。

また安全については，

ァ３０ｍごとぐらいに消火栓があったｃ

イヘルメットをかぶって仕事をしている人が多か

った。

ウ服装はよごれてもよい，作業しやすいかっこう

をしていました。

エ大きなお面をもってよう接していた。火花がバ

チ，バチと散った。よくあんなことをして焼けど

しないものだと思われました｡」

照明については，

「大きいものを作るとしても，もっと照明を明るくし

たほうがよいと思う」という意見も若干あった。

作業する人びとについては，

「考えていたのとちがって，ひとりびとりが自分の.仕

率を真剣にやっているのにびっくりしました｡」「仕事

は真剣そのもので，ぼくたちの掃除のときとはまるでち

1３



がいました｣。

「みんな共通していえることは，安全第一のために真剣

にやっているのだということでした｡」

ともかく働く人びとが真剣であることに感心して帰っ

たようです。こうしたことが，作業服を着て働く人びと

にたいする，社会的蔑視の風潮へのブレーキになれば幸

いだと思いました。

(5)

「有名な工場なので，さぞ大工場だと思ったが，精密

工業のせいか，あまり広くなかった｡」「はいっていって

人より機械の数がずっと多いことがすぐに気がついた」

「工作機械は小型のものが多く，きちんと並んでいた」

と第一印象をのべている。

「ガラス張りの二つの部屋があって，２人の作業員が，

作業していた，どうしてだろうか」と恒淵恒湿の作業室

への疑問を提出する生徒と「ある建物には，温度調節が

してあって，ドアを二重にして，せつ氏20.ｃに保ち，

部品のくるいを防いでいる」と述べている生徒もいる。

特に感心したという意見が多いものに「眼に見えない

ような，小さな部齢を油で流して選んだり，震動を利用

して小さな部品をそろえる仕事もしていた」「もし咳で

もしたら吹飛びそうである」｢誤差が赤､mのものや
高速度回転で部品をけずるものなどがあった｡」「顕微鏡

で部品をしらべたり，宝石をよりわけたりしていた」

「小さい部品を圧縮空気で吹き飛ばしてはこび，ひとの

手にふれてさびないようにしていた｡」「穴あけや，材料

をけずるところは，油がザアーザー流されていて，もっ

たいないようだ」

これまでの経験したことのない細かな作業に驚き，つ

いで働くひとびとに眼をむけていく。

「機械と働くひとびとが一体化し」「東芝より真剣な

顔をしていた。女の人が多く，とっても真剣な顔をして

いた」「眼が悪くならないかと心配になった」「可愛そう

なのは，作業員，毎日毎日，同じことをやって，それで

'休みはなしときている（午前，午後，各１回，大休止，

各’回小休止)」「こんな仕事を’日中していたら，頭が

変になるにちがいない｡」「人工宝石を小さな穴にはめこ

んでいたが’あんなことを１脚に何回くりかえすのだろ

うか」「自分で作ったものをダイヤルゲージで検査させ

られていました。キピシイナーと思いました」

Z4リ

と，同情したり，感心したりしています。その中で，

「まだ:機械化される余地が充分にある」と述べた感想文

は，流れ作業方式が，人間を機械のしもくとして酷使し

ていることに気づいている。「横にライトをつけ，顕微

鏡をのぞいて真剣な表情で慎重に仕事をしていました」

という事実を見る生徒が多いなかには，「女子が根気が

よいから」女子の作業員が多いと単純に見ているものも

いることに指導の必要性を感じた。

働く環境については

「プレスエ場のところだけが音がうるさくて，声がきこ

えなかった｡」

東芝に比べて「照明が多く，明るかった」

「安全第一のポスターがあちらこちらにあった｡」「服装

がきちんとしていることが印象的であった」

また数が少なかったが，「こんなに沢山作って，消費

に困る」という社会的な見方をする生徒もいました。

【6１

このように二つの工場を見学し，生徒たちがいろいろ

な技術的な内容について学んだしものの見方，考え方

を学んだと思われる。しかしながら，それが個々人によ

って，対象もちがうし，深さもちがう。これらのことに

ついて事後の指導の必要'性を感じた。また，つぎの生徒

の作文のように，働くひとぴとの問題を自分の問題とし

て考えるような指導が大切のように思われる。

「二つの工場を見て，シチズンは，淵縮工業でこまか

い仕事をしていたのに対して，東芝は，いろいろな仕事

をしていた。それぞれ，働くひとびとが自分の持ち場で

図面を見て，考えて，ものをはかったり，数人で図面の

まわりで相談したりしていた。シチズンは，機械におい

まくられて，同じことをくりかえしていた。こういうこ

とは人間がやらなくても機械にやらせればよい。ぼくが

働くとすれば，東芝のほうがよい。それは楽だからとい

うより，人間でなければできないことをやっているし，

学校や先輩などから学んだことが役に立つからだ。ぼく

はもっと勉強して瓶気関係の技術者になって，もっと仕

事がらくで能率的になるようなしくみを作りたいと思っ

た。それにしても，機械におわれて働いているひとぴと

は真剣そのものだ。生活がかかっているからだと思う｡」

と述べている。

（東京都杉並区立西宮中学校）

声司

戸司
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砂栽培I歌 る栽培学習の試み

「栽培学習はいかにあるべきか」「栽培学習で何を教

えるか」などという韮本的な問題が山積している現在，

われわれは現場で栽培学習にいかに取り組んでいるか。

今日までに教育課程自主編成の立場から数例の栽培学

習体系の提案がなされてきたが，その後どのような研究

実践が深められているか不明なのも残念なことである。

ともかく栽培学習はともすれば作業本･位の学習になっ

たり，実習なしの学習になりがちで生徒は学習にあまり

興味を示さないのが現状である。そこでわれわれがまず

取り組まなければならないことは，少しでも生徒たちに

学習に対する興味を持たせ，しかも栽培技術の科学的根

拠を確かめさせる原理的な考察を重視した学習にし，栽

培の意義をじゅうぶん理解させなければならない。しか

し現状で栽培学習を推進するにあたって考えられること

は，この学習は生命体を対象としているので限られた時

間内ですべてを学習させることは不可能である。カコとい

って現行の20時間を大幅に越えた学習とすることは他の

分野とのつり合いを考えると困難なことである。したが

って一つの作物を育て収種するという過程の中で技術的

な条件のいくつかを取り上げ，これを技術的・科学的な

眼で探求していくことにより栽培技術の基礎的なことが

らを理解させ，栽埼学習を活気のある学習とし発展性の

あるものにしたい。このような単純な願いから砂のもつ

物理的性質を生かし，この砂を培土とし，培土の条件，

肥料の条件など数種の栽端条件を設定し，作物の生理学

的な基礎を中心として成長の状態を比較検討させる。こ

れによって作物の成育のための基本的な技術を実験的に

研究しながら技術的な思考が深められるような学習指導

となるように努めている。

以下学習指導実践のあらましと砂栽培のあらましにつ

いて紙面の都合で要点のみを報告したい。この研究は始

めてまだ日も浅く学習法の妥当性，普遍性，その他資料

角 田宏太

も不じゅうぶんなものぽかりであるが今後よりよいもの

にしたいと考えている。

〔１〕砂栽培による栽培実験学習の実際

１生徒の実態と本校の栽培施設

昭和42年度１年生男子

生徒数 学級数
家庭が農

業の生徒

家庭に花壇や菜園

が少しはある生徒

１００ ５ 16人 93人

小学校での栽培経験

栽培植物あさがお，チューリップ，パンジー，ひまわ

り，きく，へちま，えんどう，いも，大豆，

いねなど

学習内容発芽実験，向日性，種子まき，球根植え，さ

しき，株分け，受粉，除草，施肥，田畑の虫

の観察，植物の根・くき・葉の成育の観察，

水温・気温といねの生育，土の性質など

本校栽培施設と活用の実態

実習用畑約10ｍ２１学期当初よりナス約40本を栽培。

掴く鉢30個各学級に６鉢ずつ配当し春まき

１年草を数種類栽培，授業時以外の管理は学級活動

の一環として扱っている。

砂栽培用箱８個２学期当初より２～３種の作物

を栽培し，実験・観察により学習の内容を深めるた

めに活用している。

２砂栽培用植え床の作り方

幅35ｃｍ，長さ70ｃｍ，深さ20ｃｍの木箱を栂材の板で

作り，箱の底面は排水可能とするために砂が下にもれな

い程度のすき間をつくる。この箱に３ｍｍの金網でおろ

した砂で満たす。これを実験に必要な数だけ用意する。

Z５



ＮＰＫ区ｌＰＫ区ｌＮＫ区ＮＰ区|無肥料区

根の成長観察カード

３用意する主なもの

ジョロ・肥料溶かし用容器・計鐘カップ・移植ごて・

液体配合肥料・窒素肥料・りん酸肥料・カリ肥料・栽培

作物の種子（数種)，（このたびの実験では２学期から栽

培が可能で短期間で栽培できるラディッシニ，ホーレン

草，さんどまめを使用した）

条件区分

４実験，観察による学習の内容と要点

(1)発芽の条件

目的種子はどのような条件のもとが発芽しやすい

かを知る。

ア水分と発芽

条件水分なし・水分少し・水分多い

イ種子種類別発芽のようすの観察

種子ラディッシニ・ホーレン草・さんどまめ

指導の要点

温度調節は装腫の関係で不可能であるので水分と発

芽の関係を重点に実験を進める。まき床に水分をたっ

ぷり潅水したものと，砂の表面が湿る程度に潅水した

ものと，全く水分なしの区分を用意し，発芽の状況を

観察させ，発芽には水分が必要なこと，作物によって

発芽に要する時間や必要な水分の量がちがうことなど

を理解させる。作物によってそれぞれ特徴があること

を理解させ，そのため必要な土地条件や作業条件に対

する栽培技術の共通性やちがいがあることを実践を通

して理解させる。

発芽のようす観察記録カード

指導の要点全肥料区の植え床の作物のまびき作

業をかねて根の観察をさせる。砂地であるので根がほ

とんど切れることなく得られるので砂をよくふるい落

して観察させる。観察の時期は発芽後１週間ぐらいと

収穫前１週間，中間で１回，計３回とする。この観察

によって作物の成長には根の成長の良し悪しが重要で

あること，そして，このためそれぞれの作物の根がじ

ゅうぶん装分を吸収できるようにするために必要な土

地条件を用意してやらなければならないことを理解さ

せる。

イ，肥料の濃度と作物の関係

濃度の高い肥料（化学肥料）を与えると作物はどの

ようになるか観察する。

指導の要点液体肥料の濃度の闘いものを実験用に

用意した作物に施肥し，これによって起る変化を観察

し，またその後多量に水を与えることによって作物が

元気を取りもどしていくようすを観察することによっ

て作物に必要な肥料の濃度が適切でなければならない

ことなどを知らせ，これに必要な技術の概略を理解さ

せる。

ウ，３要素肥料と作物の成長

作物成長記録カード

戸再同

●

~

月旧

作物名

Z６

指導の要点

１週間おきに各肥料区の草たけや葉の色などの特徴

を観察し記録しておき，それぞれの成長ぶり，開花・

結実など，いつごろからどのような違いがあらわれて

(2)作物の成長と肥料について

目的作物の成長に必要な肥料およびその吸収のしか

たを知り，３要素肥料の必要性を理解する。

ァ，根の成長を観察する。

学、ニヘへ一一~

駒4建竺il§んどまめ
初期

月日

中期

月日

後期

月日

2．

ホーレン章
3．

ラディッシュ

作物名

条件

発芽に要し

た時間．

発
芽
の
よ
う
す

月日

水分なし |水分少し’ 水分多い

’ ’



くるかを後に考察させ，３要素肥料の重要性およびそ

れぞれの特徴を理解させる。

参考までに無肥料区と完全肥料区における平均的大

きさの作物についてその収遮を比較してみた場合，次

の表のような結果となった。また同一肥料区において

も成長の違いがなぜ起きるのか考えさせるのもよい。

収穫量の比較

ホーレソ草１株の重さ

ラディッシュ１個の重さ

さんど豆１本からの収批

ｇ
ｇ
９

７
４
７

１
３
４

完全肥料区|無肥料区
２９

１．５９

６９

て栽培技術の基礎的で一般的なものを作物の生理的な

面からとらえて生徒に理解させていくように努めるよ

うにし，栽培学習の質的向上を目ざした。また，これ

によって生徒が栽培においてなされる諸種の作業につ

いて，その技術的意味の深さを実験によって確かめ理

解したことにより，今後の改良点などについて創造的

に考えるような態度を育成するように努めている。

肥料区分

以上限られた実験実習ではあるが砂栽培により短期

間に栽培できる３種類の作物で実験をしながら栽培学

習を実践し，それぞれの場で比較検討すること{こよっ

５考察（砂栽培による実験学習の長所，短所）

前記のような要領で栽培学習を実践してみた結果，こ

の学習を進めるにあたって考えられる長所，短所をあげ

てみると下記のとおりである。

長所

（１）栽培条件のコントロールが自由である。

（２）実験当初，培砂は無肥料であり，有機質も含んで

いない。

（３）微放要素は砂中に含まれている。

（４）通気性はじゅうぶんである。

（５）雑草がはびこりにくい。

（６）実験用培砂を消毒しやすい。

（７）次の年の実験のために植床に残っている肥料は洗

い流すことができる。

（８）根の観察がしやすい。

（９）天候にあまり影響されない。

⑩実験が短期間でできる。

伽単なる作業学習に終らせることなく比較研究しな

がら科学的，技術的見地で学習を深めることができ

る。

⑫生徒の学習に対する取り組みが真菰ﾘになり，,作物

の細部にわたっての観察がおこなわれるようになっ

た。

作物収逓

豚弐

〔２〕砂栽培の基礎

砂栽培とは砂を培土として栽培を試みることである。

喋耕や水耕などと同じように土を使わない栽培である

短所

(1)生徒数の多い学校の場合，１クラス単位の実験装

置を作ればかなりの経費がかかる。

(2)果菜類のように大きくなるものでは大きな砂床が

必要となる。

(3)砂床であるため，とくに夏季には瀧水を忘れるこ

とのないようにしなければならない。

(4)肥料の調節がかなりむづかしい。

1７

〆司

（注）無肥料区のものはいずれもひじょうに小さく

て商品価値がまったく無い物ばかりとなった。

(3)作物の成長と水の関係

目的・作物の成長には水は欠くことのできないもので

あることを知り，どの程度の水分が必要かをそれ

ぞれの条件下で観察し理解する。

ア・作物に水をやらなかったらどのようになるか。

指導の要点とくに晴天が続いた時期を選んで砂中

の水分が不足してきたら作物がしだいにしおれてくる

ようすを観察し，その時の砂に含まれている水分の状

態を観察させ，水分の欠かせないことを理解させ，ま

た，どの程度の水分が必要か，反対に水分が多すぎた

らどうなるかなど考えさせる。

イ，作物の葉面積と水の必要量について。

ウ，･作物の成長初動と後期とでは水の必要量はどのよ

うに変化するか。

指導の要点作物の葉而秋が大きくなるにつれて多

量の水分が必要となってくることを発芽当初，成長最

盛期，収稚期前の必要淡水爺の差によって気づかせ

る。これに基づき成長時期によって必要水分に違いが

あることを理解させる。

エ，枯れかけた作物に水を与えるとどうなるか。

指導の要点アと関連して作物に水分が不足して枯

れかけた場合どの程度なら潅水することによって再生

するか実験してみることによって水の重要性と作物の

水分不足による生理的限界についても理解させる。さ

らにこれと関連して水と肥料の関係についても理解さ

せるようにする。



２植え床の作り方

普通の作物には植え床の砂の厚さは15～20センチメー

トルでよい。

・砂床が過湿とならないようにするために床の底面はう

ねの中央を高くしてピニールシートを数ぎ，ブロック，

板わくなどしかるべき材料で作ったわくを組んで盛ると

よい。このとき通路面はうねより低くすうる。こうすると

潅水の際の余剰の水分は通路へ流失し作物に害を与えな

い。また地下水の上昇による過湿の害もピニールシート

によって防ぐことができる。当然，砂の消毒後にネマト

ーダが下層土から侵入してくることも防ぐことができ

る。

根の深いものにはコンク１－ト製の井戸わくなどに砂

を盛ったものでも．よい。またとくに排水のよいことを好

む作物には砂床の厚さを極端に浅くするのがよい。

は濃度が商く，普通200～600倍にうすめて使用できるの

で運搬，貯蔵などは比較にならないほど容易である。潅

水も兼ねて施肥できる。

液体肥料の主な特徴は下記の通りである。

（１）燐酸アンモニア，尿素，塩化カリ，燐酸からなり

ほぼ中性に近い肥料である。

（２）無硫酸肥料であるから，土地を荒らさない。

（３）不純物，不用成分がきわめて少ない。

（４）肥料が効率よく利用できる。

（５）速効性で思いのまま･作物に吸収させることができ

る。

（６）流亡の心配が少ない。

（７）ガス発生，その他害作用がない。

（８）葉面散布にも使用できる。

（９）股薬との混合使用ができる。

１砂の種類

砂は空気の透通がよく，一般の耕土のように堆肥，厩

肥などの有機物を施して団粒化を促し空気の透通をはか

る必要はない。しかしながらできるだけ細砂を使用しな

ければならない。（土壌学では砂は粒径2.0～0.1ミリメ

ートルということになっている)。砂栽培に適した砂の

大きさは粒径の小さいほうが保水力が強いので，水も

ち，肥料もちがよく作物の成育もよい，しかし実際に入

手可能な砂は粒径の大きいものがかなり混入しているが

作物成長に対して，大きな影響は与えないように思われ

る。またあまり粒径の小さい土に近い小粒のものが混在

すると，空気の透通性も悪く，表層に緑藻が繁茂しやす

く，瀧水の，彦透を防げるのでよくない。また3.要素肥

料のみを使用して栽培するため，砂自体が石灰，苦土な

どの含有量の多い黒っぽい砂を選ぶとよい。

液体肥料使用上の注意

(1)濃度

元肥の場合は市販の原液をそのままで施せるが，一

般に水に薄めて施す場合は200倍以上でコントロール

する。苗の状態，砂の乾燥度，湿度の高低，肥料性質

などによって各作物に適した濃度は異なっても200倍

以上なら安全で，肥効上大差はない。

12）施肥料の例

１平方メートル当り200倍液を２～2.5リットル３～

７日ごとに施す。

が，これらの栽培法とは根本的に違い作物の成育に際し

要求される栄養分はすべて外部から補給する。しかも施

す肥料は窒素・りん酸・かり肥料だけを含有，これ以外

の成分は含んでいない液体肥料をうすめたものである。

また作物には不可欠な水分（蒸散作用のための水分と地

面からの物理的な蒸発水の両者）を潅水として与える。

以下，栽培学習に取り入れるに必要なことがらの要点

を福島栄二，岸本博二両者の著書「砂栽培の理論と実

際」より引用してかんたんに述べる。

４施肥

液体肥料の施用は従来の施肥法のように元肥，追肥の

区別なく，作物の成育に応じて施す。発芽後の成育初期

や冬期の光線不足印低温の環境においては養水分の要求

量は少ないから，液肥の施用量は少なくてよいが，春秋

などの好季節においては，成育が早いから，これに応じ

て肥料を施さなければならない。

小面祇の場合は200～300倍に薄めた液肥をジョロで施

せばよいが，･作物の種類・砂の質・気象藻境などによっ

て成育の度合が異なり，養水分の必要量が異なるので，

これに応じて肥料を施さなければならない。

母岩が花尚岩のような石灰，苦土の含有量の少ない砂

を使用した場合は，これらの成分の欠乏症状ができやす

くなる。この場合これらの成分を多量に含有している砂

を混ぜるか，葉面散布などにより対策を誰ぜねばならな

い。

ア
ー

３ 肥料

肥料は工業生産された液体肥料を使用する。液体肥料

Z８



戸司１

作物の中でも，とくに軟弱野菜は植物体の大部分は水

分でできており，水分の多少は特に野菜の生産に大きな

影響を与える。必要な水瞳は作物からの蒸散と土壌の惨

透に要する水散を合わせたものであり，･作物・気象藻境

・土磁・作物の生育状況により異なる。砂は普通の土壊

と比較して保水力が劣るので潅水回数を多くせねばなら

ない短所はあるが，次のような長所がある。

（１）潅水は普通の土嘘のように流亡するおそれが少な

く，表面からよく謬透し，むだがない。

（２）砂では普通の土壊に比べ細根の発生趣が多く，細

根が海面状に蔓延するから，根自体が保水力を増

し，生命促進効果が大きい。

（３）砂は水分含有量を一定に保ちやすい。

（４）砂は洗浄がきく。

（５）敷砂の効果があり，水分を比較的よく保持する。

|蓋鋲
中卒就職者に求人６件

高卒就職者に求人４件
〃

３月の中卒見込者数は，172万３千人であり，これは

昨年３月より６．１％減である。このうち就職希望者は，

２３万１千人，卒業見込者の減少と簡校進学希望者が増加

したため，昨年３月よりも16.7％減になる。この就職希

へ望者のうち，職業安定機関を通ずる者は20万２千人（就
職希望者全体の87.7％）であるが，これに対して，職業

安定機間に申込まれた求人数は，122万４千人に達して

いる。このため求人倍率は，６．１倍（男子５８倍，女子

6.3倍）であり，昨年３月の求人倍率4.9倍を大きく上回

っている。

求人を地域別にみると，京浜・中京・阪神が，全求人

数の55.9％を占めている。しかし，就職希望者中で，他

府県への就職希望者は，わずかに６万８千人にすぎな

い◎

ついで，高校卒業見込者は，１４９万５千人であり，昨

年に比べて，６．６％減，就職希望者も77万３千人で昨年

より大幅に減っている。就職希望者のうち，職業安定機

間を通じて就職しようとする者は，４３万人であるが，そ

れに対して，求人件数は，１６３万１千件（昨年より23％

増）に増加し，求人倍率は，３．８借（男子5.3倍，女子

潅水量は砂粒の細粗・栽培環境．,作物の種類・成育状

態などによって変えなければならない。高温多照の盛夏

には潅水量を多く，･低温寡照の冬季や曇雨天・ハウス・

ガラス・トンネル内などでは蒸散蒸発鐙が少なくなるか

ら灘水量は少なくてよい。その程度は砂面を見れば見当

がつく。

６病害虫対策

栽培の容器・砂・コンクリートブロック・貫板・果菜

類の支柱などは汚染していないものを使い，播種に当っ

ては必ず種子消毒を行ない，使用する水も汚染していな

い溝浄なものを使用し厳重な予防駆除が必要である。

溌水用のホース，ジョロなども清浄に保つ必要があ

る。使用する砂も流水などで洗浄されているものがよ

い。また栽培中は履物などもじゅうぶん,に注意しなけれ

ばならない。

（岡山県津山市立東中学校）

２．８倍）である。とくに中卒者の減少にともなう求人難

･から，高卒者採用に切りかえる企業がふえていて，高卒

者の求人倍率は，中学佼と同様，こんごますます高くな

るだろうといわれる。

人手のいらない工作機械 Ｉ

東京・晴海で開かれた第４回国際工作機械見本市では

人手不足時代の新兵器とし，数値制御装睡（Numerical

Control）式工作機賊やマシニングセンターなどが数多

く展示された。ＮＣ式工作機械やマシニングセンターは

ともに電子技術を導入した工作機械である。ＮＣ式工作

機械は，ＮＣという名のロボットの手をかりで工作機械

を動す自動機械であり，１８０工程くらいまで記憶して自

動的に作業する能力のある機械も開発されている。また

マシニングセンターは，自動工具交換装置（ＡＴＣ）を

つけることによって，フライス加工，穴あけ加工，ねじ

切りなどの一連の切削加工を自動的に連続して行なうこ

とができる。こうした人手のいらない工作機械が，見本

市に多数出品されたが，マシニングセンターについて

は，その広範囲の特許がアメリカの会社によって取得さ

れているといわれるので，はなやかに見えた日本製品の

裏には，特許権をめぐる．悩みがあるという。

１９



はじめに

文部省産業教育設備基準にしたがって，全国の大きな

中学校には一校あたり金工旋盤が１～２台設備されてい

るが実際に稼動している時間が少ないように思われる。

この理由として次のようなことが考えられる。

①中学校指導要領の中で金工旋盤の使用できそうな

例として，折りたたみ椅子の通しボルトの切削と，文鎮

の外形を切削するぐらいなものである。しかもこれらの

教材には旋盤が不可欠というものでもない。

②金属切削には時間がかかり，生徒数の割に旋盤台

数が少ない。

③銅の切削には熟練を要するためむずかしく先生が

旋盤作業に付ききりになるので他の作業の指導が困難。

以上の理由で金工旋盤が中学校で使用されていないと

思われるが，旋盤を金属切削にだけ使用しようと考えな

いで，むしろ20万円程度の旋盤では木工旋盤かプラスチ

ック切削用旋盤と考える方が妥当である。

さらに木材を切削させることによって旋盤に彼れさせ

て金属切削への導入部と考えてもよい。金工旋盤を木工

旋盤として使用すると次のような利点がある。

①切削能力が金属を切削する場合よりも飛躍的に増

大する。②木材を切削するので金属切削よりも安

全である。③熟練を要しない。④中学校で

は金属切削よりも木材儲切削の方が応用範囲が広い。

以上のことより金工旋盤を木工旋盤として利用できる

応用例がいろいろ考えられるが，ここでは移植ベラと電

気ハンダゴテを考えた。これは柄の形が単純であるから

旋盤使用時間(生徒１人当り10～15分間)が短かくて，熟

練を必要としなく簡単に製作できると思うからである。

Ｉ移植ベラ

ユ使用材料

ー茂平

弓
■

（１）軟鋼板100×180×１１枚

（２）軟鋼棒９｡×120１本

（３）リベット(鉄）３‘×1５２本

（４）軟鋼管１７‘(内径)×1.5×１０１個

（５）木材（硬木）３０□×180１本

２使用機械・工具

（１）金工旋盤⑫金切り鋸

（２）ポール盤剛万力

（３）タガネ凹木工用錨

（４）金敷⑮木工用鋸

（５）ハンマ ⑬布ヤスリ

（６）ポンチ伽ラッカー

（７）卦識き針⑬との粉

（８）平ヤスリ(荒）ｕ９）刷毛

（９）平丸ヤスリ(荒）剛金工旋盤用刃物(左片刃）

伽ドリル”（21）金工旋盤用刃物(右片刃）

伽ドリル８‘

３使用治具

(1)移植ベラ形（２）木柄押え用万力装置

Ⅱ製図

①②③④⑤

金属切削用旋盤の利用法§
間

落司

熱
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Ⅲ－１柄

柄を作るにあたって作業時間短縮と安全性を高め

るため，柄の切削に適した刃物を製作しなければな

らない。

Ⅲ－１－１刃物の製作

柄の形と使用刃物の形は図６の通りである。刃物の形

卜

I■■■■■瞳 霊型
8め深

卜
卯

十'0１1２０

図２柄

状は柄の角の丸味寸法などによって多少変化する。

①Ａ刃物

－~0コi■■

Ａ

２Ｚ

約15口の金工旋

盤用左片刃バイト

（ＳＫＨ４）を図

７のようにグライ

ンダーで研削して

製作する。

刃先の先端は

に
餌ｎ㎡

－Ｈ←３~5-書１－Ｆ
０．５Ｒ程度丸味を

つけたた方が柄の

瞳蝋妻/711
図８のようにＡ

謝書ｌＬｌ－刃物と同じように

して製作する。
図７

図３へラ本体

図’１０

弓＆
ｓ
③

図’９

羊◎ Ｉ

＝一

Ⅷ

一十-－－－－－－{-$‐・』◎
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図４接合棒

○董二,為疑駕
卜叫撫皆駕禰慧

図５リングるには旋盤が必要で一般

には各学は１～２台しかないので，旋盤作業を空かさな

いように作業計画を立てることが望ましい。

*鍵,，

Ⅲ－１－２柄の製

作工程

①木材を鐘で

８角形以上の

丸さに削る。

②チャックと

センターを使

用して旋盤に

取りつける。

③図９のよう

に，Ａ刃物を

必要な深さま

で切り込みを

入れる。

④図10のよう

ＡＩＩＡ

拠/Ⅶ
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／
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Ｉ
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木

さの所へ，突切り刃物と同様な方法で使用する。

⑨布ヤスリで‘仕上げる。

⑩旋盤からはずして，図'5のように不必要な部分を

鋸で切断する。

＠図'6のような治具とボール盤を使用して，柄に

８‘深さ90ｍｍの穴をあける。

（リングをはめてから穴をあけると接合部分が甘く

なるのでさける｡）

この行程を行なうのに次のような点に注意すること。

木

~|,｢皿

図’１１

孔

、トー－約200--斗
CＨＵＣＫ CＥＮＴＥＲ

~面1TOOL１

、
サヨミ

－－－‘

」

、’
』

戸司

図’１２ 木 木、

５１

Ａ
図

、

’１鋸で切断

醗副ＮＴＥＲ
CＨＵＣＫ

叫Ｈ日≦
ＷＯ

手 「 ~、

にＡ刃物を縦方向

（チャック方向）

にリングの幅だけ

送る。

⑤図ｕのように

Ａ刃物の刃先を柄

の外径までもど

ＷＯ

壬一一

些幽〃○〕

削する。

⑦平ヤスリの角で２本職をつける。

⑧図13，１4のようにＢ刃物に変えて，必要な柄の長

）

図１６

①センターと被削材の間に機械油を少堂注ぐ。

②旋盤の主軸回i伝数は300～800rpm程度がよいが，

作業上は速い方が能率も仕上げ面も良いが，生徒に

恐怖感を与えない400～500rpmが良いと思われる。

また送りは0.2～0.4ｍｍ/rev，切込みは最大５～

８ｍｍ程度が良い。

③柄の後部は刃物で切り落さないで８‘ぐらいの太

さで残しておき，旋盤からはずして鋸で切り落とし

た方が危害が少ない。

W、

図１３

IⅡ－ｍ

一三司ＴＯＯＬ

』戸

cHUcKr-卜

階
|目

心

戸寓

2２

Ａ

す。

⑥図12のよ

うにＡ刃物

で柄に必要

な長さより

多少長めに

被削材を切

/W、

図１４ Ⅲ－２へラ本体の製作工程

①鋼板にへう本体を形に合わせて卦書きする。

②タガネで切る。

ｅ切断個所をヤスリで仕上げる。

、ポンチで１個所穴をあける個所をきめる。

⑤ドリル（３‘）で穴をあける。

この工程において注意しなければならないことは，鋼

板には穴を１個所だけあけ，接合棒（これには２個所あ

ける）とカラクリをして後，接合棒の穴に合わせて鋼板

に穴をあけなければ，穴が合わないことがある。



Ｖ電気ハンダゴテ

１使用材料

（１）軟鋼板130×30×１２枚

（２）ポルトナット（鉄）３，１組

（３）ポルトナット（真鋪）３‘２組

（４）ハンダゴテ先４０Ｗ用１本

（５）ハンダ用ヒーター40Ｗ用（平）１組

(6)木材（硬木）３０口×200１本

（７）ベーク板２０×30×１１枚

（８）袋打コード２ｍ

（９）差込みﾌﾟラグ１個

２使用機械・工具

（１）金属旋盤⑫木工用ドリル181

（２）ボール盤．⑬万力

（３）タガネ⑭鞄

（４）金敷個胴付鋸

（５）ポンチ⑱布ヤスリ

（６）ハンマー 伽ラッカー

（７）卦替き針⑱トノ粉

（８）平ヤスリ（荒）ｕ９ｌ刷毛

（９）ドリル３‘剛．金工旋雛用刃物(左片刃）

⑩ドリル６１（211金工旋盤用刃物(右片刃）

⑪木工用ドリル９‘”突切り用刃物

Ⅲ－３接合棒の製作工程

①鋼棒材を規定の長さに切断

②図４のように平坦部を作るためにヤスリでけず

る。

③両端をヤスリで落して丸味をつける。

④ポンチで穴ぎめをする。

⑤ボール盤で３‘の穴を２個所にあける。

この工程の注意事項として，接合棒の柄の中に入る部

分は，先端の丸味以外は抜けやすくなるので，ヤスリ等

で磨かないこと。

①軟鋼板

②軟鋼棒

③リベット

④リング

円
円
円
円

鋤
加
２
２

６円

10円

10円

偲一

計７０厘

この作業工程および原価から，今までのブックエンド

に代えうる教材と思われる。

２３

鰯

Ⅳ原価計算

Ⅲ－４リングの製作工程

①パイプを約10ｍｍの長さに切る。

②両端をヤスリで仕上げる。

＝砥

９
職
誰
耐
謝
ｗ

Ｅ
ｚ

ｒ
●
４
●
●

Ⅲ－５組立て工程

①ヘラ本体と接合棒をリベットで接合する。

②接合棒の他の一つの穴に合わせて，ヘラ本体に穴

をあける。

③②であけた穴をリベットじめする。

④へラ本体をハンマーの裏の丸味と金敷を使用して

曲げる。

⑤柄の先端にリングをはめる。

⑥柄に接合棒を打ち込む。この場合接合棒を万力に．

はさんで柄の裏に木をあててハンマーで打つ。

，斯 一一一も■■■

写 真２移植ベラ（柄）用刃物

⑤木材

⑥ラッカー

⑦布ヤスリ

Ⅲ－６仕上げ工程

①柄についている油を取り除く。

②との粉をぬる。

③との粉を落してラッカーを塗る。

④再度ラッカーを塗る。

写真１移植ベラ

唾、－－轡

＄夕１－－－－‐－．一

聯

一
一
ｉ
聯

蕊…‘蕊際‘
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ベーク板（ｉ＝１ｍｍ）

図２２ターミナル

Ⅶ作業工程

作業は移植ベラと同様，旋盤作業を空かせないように

作業計画を立てる。

Ⅶ－１柄

-+－

－
－
１
’
２
－
３
－
４
５

名
【。

'】口

50-＞

託一

コ テ 先

2４

コテ抑え板
図１７全体

図２１コテ押え板

通風穴

図､８柄

柄

軍 二一

ド■，

ダダ洲
Ｆ己司

｛
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ーーー－－ｰ－L_

ｒ

噂

冥重
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6？(通風穴）
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Ⅵ製図
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－脚

イ

冬1月
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■

Ｉ

-i-轡驚奮繍
柄の形と使用刃物の形は図23の通りであ

る。Ａ刃物，Ｂ刃物は移植ベラで使用した刃

物をそのまま使用できるので，ｃ刃物だけ製

ｒ～

．Ｓ・

○手

●
寸
嘩

、３妙
展開図（２枚）

図'１９コテ先

1王
一書+ﾄー２

Ｉ

Ⅶ－１－２柄の製作工程

①図25のような角材を鈍でできるだけ丸く削

」－ リ，旋盤のチャックにはさめる。

雪②区i27のようにＡ刃物を必要な所まで一度に
Ｔ

切込みを入れる。

③図28のように柄に丸味をつける

鳶学《 ④図29のように刃物の先端を柄の外径までも

どす。

⑤図3Oのように必要な長さ（約150ｍｍ）ま

で切削する。

回⑥図１８を参考にじて図31,３2のようにC刃物
で､切削する。

4０

‘作すれば良い。

図24のように突切り用刃物にすくい角を20～30.つけ

て切削すると，．切り初めの所にすくい角のためテーパが

つくので，このテーパをとるために刃先に１０．の傾斜を

つけてある。

｜‐」
４５－一ＩＩ－

ＦＺＩ?Oヒーター

弓
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図２５
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一’｜
胴付鋸で切断すべき簡所

⑬ドリルを９‘に交換して中心に穴を貫通させる。

⑭Ｃ刃物で切断した部分が⑫であけた穴に入るよう

に布ヤスリで直す。

■■

.'■I■画■■Ｉ
一八センクー押え不要

この工程で注意すべき事項

①被削材をチャックにしめつけた場合，センター側

の面の中心とセンターの尖端がほぼ一致していなけ

ればセンターをはずしてドリルに交換した場合，穴

が中心からずれる恐れがあるので被削材を出来るだ

け丸くすること。

②センターと被削材との間に機械油を注ぐ。

③センターに木工用ドリル（91）で約140ｍｍの深

さまであけると，ドリル作業が一度ですむが，この

場合だんだんドリルが曲っていく場合があるから注

意を要する。また，このように深く穴をあけた場合

中心穴の付近までＢ刃物が突切ると柄を破損する恐

れがある。

④能率をよくするために図38に用いている万力をポ

ール盤に固定することが望ましい。

⑤柄のかん入部は無理すると割れるので注意する。

もし緩る過ぎる場合は，木ネジでかん入部を固定す

ることも考えてもよい。

⑥木工用ドリルは刃先のネジ山をヤスリで落したも

のを使用する。

BlTOOL

W’

函’３５

Ｉ

■ロ

量WPｺﾆ」 ＝両

図’３６

/-|*ｈｉｈ冊１－

Ｔｌ、二、

｛
４

図３７

深さ約50 通し穴

三鼻'１
水 木

１８． Ⅶ－２コテ押え板の製作工程

①図21の寸法で鋼板に２枚卦響きをする。

②卦諜き線上をタガネで切断する。

③切断個所をヤスリで仕上げる。

④コテ先を固定する穴（31）をあける。

⑤図21の破線個所で折り曲げる。

⑥万力，ハンマー，丸鋼棒（8～９１長さ150ｍｍ）

を使用して柄に入る部分の丸味をつける。

⑦通風穴を２個あける。

ｌ
胆
‐

Ⅶ－４組立て工程

①コテ先とヒーターをコテ押え板に収めて，鉄ビス

ナットで固定する。

②コテ押え板の丸味をつけた個所を柄の溝のついて

Ⅶ‐３ターミナルの製作工程

①ベーク板を図22のように鋸かナイフで切断する。

②３‘の穴を２個所あけて電線のターミナルにする。

ここに使用するビスナットは真鋪製とする。

図３８

⑦平ヤスリの角を使用して識をつける。

⑧センターをはずして木工用ドリル(91）に交換し

て中心に穴をあける。

⑨図36のようにＢ刃物を突切り刃物と同様な使用法

で切込みを入れる。

⑩布ヤスリで仕上げる。

⑪チャックから被削材をはずして図37に示された個

所を胴付鋸で切断する。

⑫柄に灘をつけた方の部品を図38のように万力には

さんで中心に穴（18’）を約50ｍｍの深さまであけ

る。

2６



臼毒Ｋ

＝

いない部品にかん入する。この場合，穴にコテ押え

板が入らない場合もあるのでリーマなどで直しなが

ら作業を進める。

③図39のようにベーク板の細い方を柄の穴にさしこ

○,○ 画

図３９

み，ターミナルのビスにヒーターから出ている導線

を結ぶ。

④図4Oのようにコードが抜けることのないように，

柄の内部でしばりターミナルに導線を結ぶ。

結び目

、
ベーク板

画

コード

図４０

⑤組立て後テスターで通電試験を行なう。

Ⅶ－５塗装工程

①柄についている油類をヤスリで取り除く。

②との粉を塗り目ずめをする。

③ニスを塗る。

Ⅷ原価計算

①コテ先（40Ｗ）

②ヒーター（40Ｗ）

③軟鋼板

④木材

⑤コード

⑥プラグ

⑦ベーク板

⑧ピスナット（鉄〕

⑨ピスナット（真鈴〕

１

１

１３０×６０×１

３０□×200

２ｍ

’

２０×３０×１

３‘１

３‘２

７０円

５０円

３０円

６円

８０円

１５円

４円

３円‘

８円

266円

Ⅸ安全教育

IX-1旋盤作業

①チャックじめ作業において，爪の端がチャック表

面に突き出さないように配慮する。

②作業中はセンター側に身体を種いて，あまり顔を

被削材やチャックに近ずけない。

③柄仕上の布ヤスリかけは，手で旋接かけないで，

板などに布ヤスリをはりつけて鉄ヤスリのようにし

て使用する。

④旋盤の横送り（切込み方向）方向には刃先が必要

以上突込まないように，ストッパーをつけると安全

でしかも能率がよい。

Ⅸ－２タガネ作業

①工具符理を正しくする。特に金敷は作業台より少

しでも突きでていると，生徒の動きで足に落下させ

ることがあるので注意が必要。

Ⅸ－３ボール盤作業

①被削材がドリルと一緒に回転して危険を伴なうの

で，被削材をしっかり固定させる工夫をする。

おわりに

以上，金工旋盤を木工旋盤として使用する例を移植ベ

ラと電気ハンダゴテの柄を切断するのに応用したが，こ

の他飾り棚の支柱などに利用することなど非常に広い応

用例が考えられる。終りに，この実験に際して当校の岡

野猛教授に御便宜をいただいたこと，および，札幌技術

lｉ

研究会の御協力を

得たことを記して

感謝の意を表しま

す。（北海道教育

大学岩見沢分校）

写真３

板の太穴切削

写真４柄の細穴切削

２７
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簡単なトランジスタラジオ

プリント配線の指導

』

岡 田武敏

|IlF=Ｌ

－

ＰＮ型もある）各半導体片

夕，ベースと言い，１本づ

２電流回路

ＥからＢへの流れをベー

スと言い，ＥからＣへ流れ

る－陸の電流をコレクタ電

流と呼ぷ。エミタリード線

にはベース電流とエミタ電

流の和の寵流が通ることに

なる。

３作用

ベース随流，コレクタ電

流ともに一定であるが，ベ

ース電流にわずかな強弱を

各半導体片をそれぞれ，エミッタコレク

い，１本づつのリード線が出ている。
１教材現代化の立場から

技術革新は軽量化，小型化スピード化の形で我倉の

生活に迫ってきている。

技術家庭科電気学習における，ガラス真空管による３

球ラジオの組立も，電子理論理解の容易性の立場より，

今日まで継続されてきた。しかしすでにＳＴ管など製造

も減少され市販品も不足勝ちとなってきた。

今後は砥波機器のすべてに，ガラス笹に変わって小型

にして軽批，製作組立の能率化の立場より，トランジス

タが活用されることになろう。

指導の過程において，原理的にはガラス真空管をとり

扱うとこも意味もあろうが，その指導から一歩前進し

て，実用価値の商まりつつある半導体の学習をとり上げ

ることは，技術革新時代を生き抜く人間の発展的能力形

成上重要なポイントと考える。

なおまた最少消我の原則による複雑な配線の単純化，

,仕事の能率化，組立の分業化などの立場より，プリント

配線も我々の電気的生活の中に登上することであろう。

こうした点から，並３球と同程度の指導要素を含む発

展性のある，ゲルマ検波トランジスタ１石ラジオのプリ

ント配線実習を入門としてとり上げることこそ，次の時

,代に必要な技術獲得に最も適当と考える。

今回の教科書改訂と同時に参考資料としてこれから取

戸。

コレクタＣ

壬嘩…

当一一１
Ｐ

配電

２ＳＡ１０Ｃ

１構造

比較的大きな２つのＰ形半導体（一方しか電流を

通さない）の間に薄いＮ形半導体をはさんだもので

（そのしくみからＰＮＰ型トランジスタと呼ぶＮ

,J：

一ス電流にわずかな強弱を図１

与えると大きな変化となってコレクタ電流にあらわれる

働きがある。（グリット電圧変化に対するプレート電流

変化のそれよりも能率がよい）

４入力信号拡大の実際

直流のベース電流の上に交流入力信号を加えてベース

電流に強弱脈流を作るとき，その強弱と全く同じ波形で

しかも大きな変化となってコレクタ電流にとり出すこと

が出来る。

３展開式ゲルマ検波１石トランジスタラジオ

の製作１記号配線図と材料図２

《
４

上げられることを望んでいたが結果は意に反した。し

かし近い将来には必ずとりあげられることでしょう。

クリスタル

イヤフォン

願

2８

ﾉレ

２トランジスタの概念



＝目

ー

材料

プリント基板ハソアソテナコイルポリバリコ

ソイヤフオンケルマ（SD46）トランジス

ター(２ＳＡ100）電池電池ホルダーチヨー

クコイルlOOPFスライドスイッチ270kＱ

アソテナコード０．１JuFターミナルビス２本

ペーストコイル取つけ具枠木キャップ

湯マジックベンジンはんだ釘ポ

ンド塩化第二鉄

２回路の解説

ベース電流回路

１．５ｖｅ→Ｅ→Ｂ→270ＫＱ→1.5ｖｅ

コレクタ電流回路

１．５Ｖｅ→Ｅ→Ｃ→チョーク→1.5Ｖｅ

入力信号回路

アンテナから入った変調波が同調回路で選択され

ＳＤ－４６ゲルマによって変調波の＋側一側の一方が

カットされて低周波がとり出される。そしてベースに流

れることになる。すなわち

同調回路Ｐ→Ｑ→Ｅ→Ｂ→0.1〆Ｆ→SD-46→Ｇ

と流れ戸定の大きさで流れていたベース電流に重なり

ベース電流に変化が与えられることになる。

ベース電流が変化すれば，その変化に応じてコレクタ

電流が拡大変化する。この変化する脈流がチョークを通

るため，その両端にトランスの原理により，入力信号に

応じた変化電圧がおこりクリスタルイヤフォンによって

音声化される。

４製作実習

工程１部品テスト

。ゲルマニュームダイオード，トラスジスタともにテス

タ抵抗計により，導通テストをし一方向にしか導通のな

いことをたしかめる。

このとき，テスタ導通計の＋と記した側が内部電池の

一に接続されていることに注意すること。なおトラン

ジスタのリード

ヴヘご

ツ

ク

図’３

線は次図のよう

に，コレクタリ

ードに何等かの

マークがつけて

あるが，このコ

レクタリードを

基準にエミッタ

およびベースリ

ードを判断する

。イヤフォンは耳にあてながら両端子を短絡するとき

ガチガチ音が聞えれば正常

・コイルおよびチョークはともに端子間に導通があれ

ばよい

。砥池１．５Ｖを示せばよい

工程２（別紙）

実物大の実態配線図を紙上でかく（記号配線図に準じ

て）

工程３

部品の取りつけ方を工夫し，穴の位置を基板にうつし

取る

工程４

穴をあける。Ｃ●Ｒコイル,チョークなどのリード線穴

は１‘ドリルで,ターミナル，電池ホルダーなどは３｡

ドリルで穴をあける。

スライドスイッチ’バリコンなどヤスリ仕上の穴をあ

けゆるみのない穴とする

工程５

穴をたよりに実態配線を見ながら結線部分をマジック

で太めにこくぬる。このとき穴の周囲を完全にぬりつぶ

すことを忘れない

工程６

エッチング液（塩化第二鉄を４OCCの湯にとかしたも

の）の中にひたしマジックのぬられていない部分の銅を

腐蝕する。

（液を動かしていると早く腐蝕する）

工程７

完全に腐蝕したら水であらいマジックをベンジンでふ

きとる

工程８

部品をとりつける

工程９

結線はんだづけする。ゲルマおよびトランジスタはす

ばやくはんだづけする（熱が加わると破損するから）

工程１０

電灯線アンテナを作り受信調整する

工程１１

木枠をつける

５まとめ

職業選択（工業）カリキュラムの中に，この教材を組

みこみ，共同製作を試みた。

・プリント配線がいかなるものであるのか

・ゲルマ検波がいかなるものであるのか

2９



ボ
リ
バ
リ
コ
ン

記号配線図一立体化一プリント化の手順

･小型化の工夫

･配線の単純化の工夫

･部品取りつけの工夫

・廃品利用の工夫

。ゲルマ，トランジスタの理解の上に立っての回路の創

造など

真空管式ラジオ製作より製作時間少くしてしかも創造

性陶冶の場がある。

今夏，碧南市研修会技術部会においても先生方がこの

教材によって実技研修をしたことをつけ加え，私のささ

やかな実践報告をしてこの道研究の皆様方からのご批判

をお願したい。

（愛知県碧南市新川中学校）

Ｆ弓
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・トランジスタがいかなるものであるのか概略をつかみ

得た

記号配線図の立体化（工程２）にかなりの抵抗もあっ

たが，これは紙上において，回を重ねてドリルできるこ

とでもあり，何度も譜きなおしたグループもあった。

総括的にいってトランジスタラジオ・プリント配線と

ほ，いかにかむずかしいものと思いこんでいたが，実習

してみれば，３球ラジオの製作より，配線も簡単で思い

のほか容易であったといっていた。今回はわかりやすく

するため展開式で大きな基板を用いたが，もっと小型化

して，トランプケースの中に組みこんでみたいと意欲を

燃やす生徒もいた。

とり上げ方によっては創造性指導の場も多く設定でき

よう。
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1．予備調査画や盛

はじめに
表１ 17名

生徒点の数字は人数を示す

表１は，相互評価の予備調査として，昨年の２年生の

かいた製作図のうち，優秀なできのものを製図者の氏名

を消して順位化させた結果である。（５部用意し，すぐ

れたものから順に５，４，３，２，１を答えさせた）こ

の調査によると，２～３鍋のものには無理であることが

わかる。また，ばらつきが多いことが目立つ。

２．５人グループの順位化

表２

Ａグループ

技術・家庭科の学習評価は，いくたの問題をかかえて

いるが，(1)何を評価すべきか，(2)いかに評価するのか，

につきる。(1)については“学力”と答えるべきであろう

が，技術・家庭科における学力とは何であるかという問

に答えるのはむずかしい。

指導目標，学習効果，評価目標，評価の観点などは，

いずれも同じ内容を別の見方をしたとして学力の一部と

みなしてよいであろう。学力は元来，総括的，全体的な

構造のものであるが，生徒の実態をつかむためには分析

・分類もまぬがれない。これを知識，理解，技能，表

現，創造力，問題解決力，技術的態度と日常よんでいる

が，これらはペーパーテストのみでは，ものの根底を知

ることはできない。むしろ他に本教科の本質とみなされ

るものがある。それは技能の評価に関することである。

技能を評価するにあたっては，技能の学力を解明し，

どう評価するかを計画しなければならない。技能の評価

においてもペーパーテストで評価が不可能ではないが，

それは表皮的であって本質的なものではない。また評価

においては，つぎの事に留意しなければならない。

（１）知識的なものにかたよりすぎない。

（２）学力を広い見地から評価する。

（３）客観的な評価であること

（４）労力・時間から簡単にできること

技能の評価には観察記録，チェックリスト，製品によ

る方法があげられるが，それらは一長一短を有してるの

で他の何かによって補なわなくてはならない。

ここでは従来，形式的または他の目的のために主とし

て行なわれていた自己評価，相互評価について実験･例か

ら考察し信頼性を商めてみたい。
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3．非指示による５段階評価

表３
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表３は，２年男生徒の製図過程における学級内全員を

対象とした自己評価と相互評価をまとめたものである。

自己評価はやや妥当なところにあるが，５点法による

としか指示しなかったためか特に１点の段階の数が少な

く，その分が２点の段階に圧縮されているように思われ
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表２は，２年男子生徒の製図の過程における自己，相
互評価である。

５人を１グループとしてグループ内で順位化したもの

であるが，この結果から５人以内のグループによる順位

化は，相当信頼性あるものが得られるといえる。

（繍総悪熱戦P評）
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表４は，表３と同様に５点法で行なうように指示した

だけの３年女生徒の結果である。（ワンピースドレスの

本縫い）これにより予想外のばらつきのあることがわか

った。また，５点をつけた者が少なく，自己評価の位置

についても３点と２点に集中した結果となった。

４．学級全員による３段階評価
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２

したが，１年生では５と１の段階が少なく，２年生では

１の段階がない。全体的に３，４に集中する傾向がみら

れた。

表７
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表５は，表４の欠陥であるばらつきを少なくする一つ

の手段として３段階（４，３，２）に評価範囲を指示し

て行なわせたものであるが，これによると教師の評価と

大差ない結果が得られた。また自己評傭価が３に集中する

傾向にあること，４にくらべて２の評価者が極端に少な

いことが目立ったｃ

５．評価の観点を示したときの５段階評価

表６

綻震ざ

６

＋１＝６－１＝０

６．評価の観点と割合を指示した５段Ｉ皆評価

表８
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3.3３
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表６は１年生，表７は２年生に，いずれも女生徒の被

服製作のある段階で，前の欠陥である配分を是正する意

味で，評‘価の観点を示して行なわせたものである。１年

生には観点を２つ，２年生には３つの観点を示して実施
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表９

１

＋１＝０－１＝２

1６ 1．０１１

おわりに
1７

1８１１４１．１０ 3.3３
製作学習においては，製作過程が最も重要視されなけ

ればならない。その過程において，目標はあく，計画

性，原理の理解と応用力，創造性，思考力，技術的能

力，自主性，根気強さ，整理せいとんの態度や習憤など

のペーパーテストにみられないものの判定をする必要が

ある。しかし短時間に多くの生徒の評価をすることは困

難であり，条件の統一もむずかしい。そこで相互評価の

活用を考えたのであるが，実験をはじめるにあたってつ

ぎのような計画を立てた。

（１）学年差による評価の傾向はどうであるか。

（２）グループ内の評価は何人くらいが適当であるか。

（３）評価段階を少なくしたときの評価の傾向はどう

か。

（４）観点や段階人数を指示殻定したときの評価結果は

どう現われるか。

（５）男女差はどうなるか。

（６）評定者として不適格な生徒をどう発見するか。

これらについて，結果のみられなかをだものもあるが，

つぎのようなことがわかった。

（１）小数グループ内での相互評価は，かなりの正確さ

が得られる。

（２）評価段階を３段階にしたときによい結果が得られ

た。

晋(3)評価の観点は，あまり多くしないほうがよい。

（４）自己評価の段階は性格からか，実力の下または上

を指するものがいる。

（５）評価の観点や段階人数を指示しておけば，かなり

の結果が得られる。

以上のことが〆他の領域の相互評価とどのような関連

をもつものであるか，続いて研究をしていきたい。

（茨城県那珂郡大宮中学校）
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表８は２年男生徒の製図の仕上がりの段階において，

表９は３年女生徒のワンピースドレスの本ぬい仕上げの

時に，評価の観点と段階の割合を示して実施したもので

ある。評点のばらつきは大体よいが，自己評価の段階が

いずれも５を示した者がいない。
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鐸愚《「西欧に学ぶものは今はなし」と新聞，雑誌などに書

かれておりますが，そうでない而も多々あると思いま

す。私が西欧で直接見聞したことを節をおって述べて見

たいと思います。

｡イギリスの家庭牛活

ご存じのようにイギリスはあまり1場のI:lを見ることが

ないので，太陽のでた時は，庭やベランダに椅子を出し

て，陽なたぽっこをしている風景をあちこちらで見かけ

ましたが，その世話人は一家の父親であります。

アムステルダムからロンドンへ飛ぶジェット機の中で

イギリス人一家と同席した際，その妻（母）は自分ひと

りで席を決めて座りました。父親の方は子供の席を見つ

け座らせ，次に自分と身の廻りの荷物を整理しました。

このようにイギリスでは子供の面倒は父親の責任とさ

れているばかりでなく，どの家庭も食後の皿洗い，家事

回、の仕事を含めて父親の責任となっています。ですから朝
５時に起床すると，紅茶を作って妻のベットまで運び，

妻を起し，その後，妻はおもむろに朝食の支度にとりか

かる習慣は，さすがエリザベス女王の国であることを物

語っております。

子供の教育については，国および国民全体が気を使っ

ているようです。たとえば，子供は朝７時起床←学校→

下校（帰宅）は日本の子供の生活と変りないとしても，

夕食後のテレビは午後７時までで，おそくとも７時半に

は床につくそうです。７時からのテレビは勿論ありま

す。これは大人むけだそうです。（わたくしが昼間テレ

ビのスイッチを入れましたら画面がでないので故障だろ

うと思っていますと，そうでなく昼間はやってないそう

です。このように教育に対しては国全体の徹底した力，

しかも個人個人の高い教養のしからしむるところだとい

う事を知りました。

大 沢 善 和

。ドイツ人気質

オランダからドイツの有箱祇アウトバーン高速道路を

走った時，すぐ感じた事は，農家というものが見られな

いのです。これは高速道路のすぐ前に家を建てるという

ことは決して無く，何百メートルと遠く離れた所に点在

しているため農家がみえないのです。なにしろ見渡す限

りの牧草地で，平地はもとより山地をも斜面を利用して

おりました。

ケルン，ボンなどの市街地に入りますと，どの家も渋

い茶色がかった建物で，家と家の調和が実によくとれて

いるさまは，清潔といった感じを受けました。町行く人

も落ちついて，自動車も規則正しく走っておりました。

決して割り込むということがありません，何か融通性が

ないといえばいえますが，一種の固さがあるのではない

でしょうか。

職業訓練学校を訪問した時，我々一行をむかえる彼等

の無表情な顔は，イギリス，オランダには見受けられな

かった，何を考えてわたしたちを迎えているのだろうと

思いました。

しかし親切な事はものごとの端々からよく判ります。

即ち茶菓の接待を受けたのは西欧訪問中ただの一か所こ

こだけでして，教材の説明についても，ドイツ語に習熟

している人はごく限られた人だけでしたので言葉が通じ

ません。それをカバーするため手に手を取って実験して

みせるあたり，本当の親切が･なければできるものではあ

りません。

｡親日的イタリア人

ベニス，フローレンス，ローマ，ナポリと我々－行は

見学のコースをとりましたが，西欧の中で，最も古代の

遺跡が多く数々の芸術品，大きな教会があるのには驚き
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はないかと思いましたが，その製造工程と説明を聞いて

いるうちに，なるほどとうなずけるようになりました。

最初に判ったことは，スイス人が時計を作る時の心櫛

えです。世界各国の時計より優れたものを生産するため

には，ねじ一つ作るにも回数に回数を重ねて作るので

す。その上世界最高の工作機械を取り入れ，専門技術者

の検査を何度も受けるからです。たとえば歯車の完成品．

に対しての検査は，蝉に（大変小さなもので，虫めがね

でないと見えない）そのものを一分間に数千回転させ，

横ぶれがどの程度にあるか，歯の背たけは全部一定して

いるかを自記回転計で回転検査するなどの手間をかけて

います。特別精度のよいものができる秘決は，ここにあ

ったのです。ですから自然に生産個数が限られてくるの、、一

です。つまり一個の時計が完成市場にでるまでの日時は

短かいもので八か月，長いものになると三年も要するそ

うです。

次に判ったことは，スイス国民が教育を大切にするこ

とです。スイスには時計技能士を育てるために，義務教

育修了後，４年制の時計専門学校があります。ここの卒

業したものは技能をよりいっそう練達させるために，各

地へ修養の旅にでるそうです。Ａ工場で３か月Ｂ工場で

半年と技能を習得しつつ，教養と語学を合わせて学ぶの，

です。このようにして人格が形成されると，今度は国家

試験を受けマスターの資格をとるのです。このような教

育を受けた国民ですから，自然自分の職に誇り.をもち，

世界的に有箱な時計，しかも精度の高い時計が輸出され

るということになるわけです。

（葛飾区立綾瀬中学校）

｡スイスの時計工場

スイスのブイリップ・パテック社を見学しました。世

界一を誇る時計工場と，日本の技術が世界的水準に達し

ている現状とくらべ合わせて見るつもりでした。フイリ

ップ社は，工場というより，静かな研究室という感じを

受けました。

従業員270翁，年間生産個数12,000個を生産している

ところです。270名で12,000個？はじめ聞きちがいで
《
４
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ました。そのせいか，世界各地からの観光客が盛んに見

学に来ていました。イタリア全土が観光化しているよう

です。

ベニスからフローレンス，ローマと町に入る度に日本

人を歓待する大人，小人がおり，本当に親日的な民族だ

ということを知りました。あやしげな日本語を器用に話

しますので，日本人が嬉しくなってそばへ寄ると，各地

の絵はがきや，カラーフイルムを高く売りつけられると

いった光景が各所で見られました。

ナポリのレストランでは，今まで通ってきた各国のボ

ーイ長と異なり，親しみやすく，親切であるが，我々日

本人客の持ちもので，欲しい品を見ると目をつけ，「売

ってください」とせがむあたり，自分の職業を忘れたよ

うであります。その上，ボーイはボーイで，鼻うたなど

を歌いながら客の廻りを忙がしそうにとび歩き，おしゃ

べりで人を笑わせるといった茶目つけがあります。ナポ

リは日本人が昔から歌の修業に出かけたほど，歌の好き

な国民で我々が食事している最中にも，流しが入って来

ては，すばらしい声をはりあげて歌って聞かせてくれて

その余韻が今もなお私の頭に残っている一つです。

社
会
の
那
象
を
正
し
く
学
習
す
る
こ
と
に
よ

り
、
自
分
と
社
会
の
つ
な
が
り
を
的
確
に
つ

か
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
一
流
の
学
者

が
、
親
切
て
い
ね
い
に
や
さ
し
い
文
章
で
解

説
し
た
絶
好
の
副
読
本
で
す
。

画
こ
れ
か
ら
の
家
と
家
族
玉
城
雌
若

回
都
市
と
村
の
生
活
職
村
英
蕪

回
国
土
の
開
発
佐
瀬
六
郎
著

囚
工
業
と
脚
本
山
崎
俊
雄
著

回
新
聞
・
放
送
と
社
会
生
活
小
山
栄
一
一
零

回
世
界
を
む
す
ぶ
交
通
今
野
源
八
郎

回
こ
れ
か
ら
の
衣
食
と
査
源
安
芸
岐
蒸

回
お
か
ね
と
国
民
生
活
芙
捜
部
韮
画

回
政
治
と
国
民
生
活
関
脇
久
雄
著

回
世
界
の
文
化
と
人
類
の
進
歩
加
茂
雀
著

Ａ
５
判
上
製
定
価
各
四
八
○
円

国
土
社

豚
肌
－
ズ
塾

１

.’東
京
姉
文
京
区

目
白
吉
－
１
一
七
’
六 科

”
巻

学
一
習
粍

■
ｄ

■
■
■

3６

､もり

■６血ロｑ蚕画＝一グーＺ歩郁空gB2歴山“種；麺竺典D進学奇ご唇醒当直･些司蝿幸評蛎全.L旦一、弓いま本通！

凶



Ｂ■●●●●叩叩ＭＱＱＱＱＱｎＭ■■Gい▲■■■■q叩ｑｑ叩OqO”0叩ｑ叩００叩ｑＯＯＤ９●”叩■■fI

清 原道寿 著 ｢技術教育の原理と方法」

国士社刊薯950
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本誌の読者のほとんどが，すでにご承知のように，箸

・者清原氏（東京工大助教授）は，産業教育，とくに技術

教育についての研究学者としては，第一人者であるが，

いまから15年前の1953年に，立川図書から出版された

爆吋「教育原理一産業教育の理解のために」は，その先鞭
ともいうべき，異色ある教育原理響として，当時一部で

高く評価された書である。また1966年に，松崎巌氏との

共著で出版した「技術教育の学習心理」（国土社刊）は，

いわゆる姉妹箸というべく，この三著者は，著者が一貫

してとり組んできた技術科教育研究の集秋であり，三大

・労作といってよいであろう。

とくに今回出版された本書は，１５年前の教育原理を，

さらに時代の進歩に応じて，より一層現場的実践に照

、し，精密で行きとどいたものとしたとみられる点で，正

にその金字塔といってよいのではなかろうか。

実をいうと，甚だ無責任で申しわけないが本稿の締切

の関係で，私はまだ最後まで精読するいとまがない。ぜ

ひとも精読したいと思って，少しずつ読み進んではいる

が，他にも仕事があって，まだその三分の一にも達して

いない。この時点で紹介などは，おこがましいのである

,へ蝋鴛躍駕鰯鴛躯鰹
れることが多かったりしている関係で，ある程度その内

容を推測することができる。その意味で今回は概観的に

紹介するに止め，読者と共に精読した上で，改めて本書

の意義を再確認する;機会をえたいと思っている。

そこで，もし前著「教育原理」をお持ちの方は，それ

と本書を比較してみ'れぱ，そこに15年という時代の進歩

のいかに甚しいか，著者がその間，たゆみない研究と精

進の蓄祇をみせているかを，はっきりみてとることがで

きるにちがいない。

そこに示されている教育思想は，１８世紀以後の近代的

な教育思想でＪ・』・ルソーやペスタロッチの思想一

人間形成における産業の発達と技術教育の占める位置の

重要性を，基盤としている。著書は，それを特殊な職業

への準備教育としてのみおさえず，それもあるが，より

重要なものとして，一般教育としての産業および技術教

育を，人間形成に欠くことが出来ないというのが，前著

｢教育原理」を貫いている思想であると，私はみている。

したがって教育原理の中に，産業との関連を強調され

てはいるが，生きた現実社会との結びつきや，学習指導

法の面では，必ずしもじゅうぶんではなく，ビジョンと

しての商い指標や，その掘下げが明らかであるとはいえ

ない。

しかし，１５年の歳月は，日本の産業なり社会を大きく

変ぼうさせた。とくに1953年から1961年に至る間に，わ

が国鉱工業生産が300％を越える発展をみせたことは，

かかって技術革新（イノベーション）-1956年の経済

白書の新造語一一によるものであった。そしてついに

1963の経済白謡は「先進国への道」と副題をつけたほど

で，その飛躍的な伸びには，世界の先進国が眼を見張っ

た。現に国民総生産高は，アメリカ・ソ連に次いで，西

独と共に第３位を争っている実状である。

それがいかに労働の条件をかえ，国民生活全般に影響

を与えたかは，われわれ国民がひとしく，身近に感じて

いる通りであるが，それに対応する教育のみならず，政

治・社会全般の立おくれが，多くの問題をはらむに至っ

た。

本書では，もちろんその問題にふれて，第１章と第２

章で分析を試みている。続いて核心の技術教育の諾問題

に，第３章から第５章までを饗している。そして最も多

い40％にわたる第６章以下第９章までを，技術教育の方

法論である実際的な学習指導の問題にとり組んでいる。

その点で前著「教育原理」に比して，はるかにキメの

細い実践に即した書となっている。これまで世に多く出

ている教育原理の書といえば，海外の多くの教育学説を

ら列紹介し，それを学術書として尊重してきた感があっ

た。もちろん，多くの教育学説を知ることは大切であ

る。しかし，それが現実の生きた社会に，いかに連りが

あり，教育実践にどう連りをもつか，その発展にいかに

役立つかが，重要である。本書は，その意味では，原理

と方法が密着したものであり，実際家にとっても，この

3７
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反省しながら本書を開くであろう。自分の考え方と実践

の間のギャップを，本甫1ドによって埋めると共にさらに問

題点を発見して，次への発展のモメントを見出すにちが

いない。本譜は，そうした意味での“手引書”である

と，私はいうのである。

なお本書の姉妹書である「技術教育の学習心理」（極

崎巌共著）は，その教育実践を進める上で，欠かすこと

のできない著述であり，この両著書を両手にして，はじ

めて技術教育の運転がスムースに進むといっても，あえ

て過言ではないように，私には思えるのである。

（池田種生）
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現 代技術入門全集１２巻

上もないよき手引襟といえよう。

手引き番といえば「何々のしかた」式のものを想記さ

れるかも知れないが，本書はもとより，そうした安易な

ものではない。実践指導の原理に照して，常に問題を提

記する。著者は理論だけを学術の対象とは考えていな

い。実際を通して原理は確かめられ，または発展すると

いう考え方を基本としている。それがかなり徹雌的に追

求され，発展し深められている点で，前著との15年の距

りを，まざまざ感じさせる譜である。

もし私が実践の立場にあるならば，まず自らの方針に

よって，自らの立つ現実の教育を遂行したあと，静かに

国土社各巻雲４５０
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現代技術入門全集12巻のうち，５冊が刊行された。内

容ばともに，中学生程度を対象として譜かれたものであ

り，技術科の副読本として有意義な企画といえる。しか

し，現行の技術・家庭科の学習指導要領にとら．われず

に，各巻とも，現代技術にかかわる基本的なことがらと

中学生程度の学力をもつ者に理解させようとしている点

に特色をもっている。

「製図」は，加工との関連で，製図の基礎を内容とし，

機械製図を中心に，建築製図・電気製図の初歩にまで及

んでいる。

「木工」は，手工具を中心に，木材加工の基本につい

てのくられているが，現行の技術・家庭教科響とちがい

最近の木材加工技術の基礎が全面的に取りあげられてい

る。新しい塗料の使いかた，新しい接着剤の利用，新建

材といわれる各種の合成木材，たとえばポリエステル樹

脂オーバーレイ合板やプラスチックオーバーレイ合板な

どの利用，塩化ビニールフィルムの利用など，ラワン材・

などによる本たて作りに終始している技術・家庭科の教

科書の木材加工とは，くらべものにならない楽しい工作

となっている。このような「木工」が，学校の学習で取

りあげられたら，子どもたちの喜こぶような社会的に有

用な製品ができるといえよう。この本をみると，家庭で

も，「日雁大工」として作ってみたいという意欲をかり

たてられる。

「手工具一金工Ｉ」は，金属加工用手工具によって，

トタン板，ブリキ板，鉄鋼板・鉄鋼線を加工する基礎的

なことがらがのべられている。金工技術の基本をおさえ

ながら，最近，家庭内に山積している空かん(ブリキ板）

を利用して，各種の製品を作っている。技術・家庭科の

金属加工学習といえば，トタン板のチリトリ，鉄鋼板の

ブックエンドに終始していて，しかも，それに多くの時

間をかけている実‘情は，あまりにも「創意'性」のないこ

とといえよう。その意味で，本書は多くの示唆を与えて

くれるだろう。

「電気」「家庭電気」は，ともに，電気の基礎的技術を

わかりやすくのべてある。現在，多くの子どもたちは，

小学校から理科で「電気」を学習してきているはずなの

に，「理科」としての「電気の知織」は知っていても，

｢電気｣を実際に応用する｢輔」となっていない｡｢知
識」と「実践」がむすびついた，ぼんらいの「学力」は

技術科に期待されるが，そうした意味での中学生向きの

本は，ひじように少ない。本書は，それらの要求をみた

してくれるものである。

以上はこれまで刊行されたものの簡単な紹介である

が，１月中には，「自動車」「家庭機械」「ラジオ」が続

刊されるという。さらに，残りの巻も，３月中には，終

結される。１２巻完成すれば，これからの技術・家庭科教

育の基本的な参考文献として，中学校にぜひ備えたいも

のである。（Ｒ）

~

』
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Ⅲ

燃料
二二二
(操作澱）

自 動制御

井上光洋

使用する。フィードバック信号の炉温の熱起電力と目標

とした希望する温度の電圧との直流電圧の差(Es-E）

は直流交流変換器で交流電圧に変換され，増幅器でパワ

ー増幅される。ところで，いま炉の温度が希望する温度．

より低いと，すなわち（Ｅｓ－Ｅ）が負のとき操作電動機

は調節弁を開く方向に作動し，燃料･の供給量を増加させ

希望温度に近づくようにする。つぎに，炉の温度が希望

する温度より高いとき，すなわち，（Es-E）が正の場

合，操作瞳動機は調節弁を閉じる方向に作動し，燃料の

供給を少くし，希望温度に炉温が近づくようにする。こ

のようにして炉の温度を一定に保ったり，希望する温度

を適当に変えても，それに応じて，炉の温度も変えるこ

とができる仕組になっている。

この炉の温度制御系からわかるように，一般に制御系

は，基準入力要素，制御要素，検出要素（フィードバッ

ク要素）の３つで１つの制御装置を形成して，制御対象

３．１自動制御系の基本的構成

自動制御の概念のところでのべたが，制御系の特徴は

（１）フィードバック信号の径路があり，制御の信号の

径路が閉じたルーフ°をなしている。

（２）制御の信号は，かならず一方向に伝達する。

（３）制御塗に対応する目標値がある。

この３つであった。ではこれを念頭におきながら，自

動制御系の基本的榊成を考えてゆきたい。

図３．１は炉の温度の自動制御系である。このシステ

ムでは,制御対象は炉で,炉の温度を燃料である重油の鉱

を調節して制御しようとするものである。炉の温度の検

出には熱電対を用い,炉温は熱起電力Ｅに変換される｡熱

電起力はフィードバック信号の役目を果し，希望する温

度に相当する電圧ＥＳに突き合せる。希望する温度の設

定には，砥池とポテンショメータで作った温度設定器を

臥窮《

ー

(外乱）

ﾛ■■､I
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制御装祇

図３－２自動制御系の基本構成

を制御している。すなわち制御装置は，制御敵（炉の制

御系では炉温）を目標値（希望する温度）に一致させる

ように近づける機能をもっており，制御対象に操作を加

える役目を果している。

自動制御系は，一般にどのシステムでも基本的椛成は

同じで，図３－２に示した基本構成の要素をそのなかに

もっている。

３．３伝達関数

自動制御の系を数学的理論で表現する方法として，ふ

つう用いられるのは伝達関数でさる。自動制御の歴史

(本誌11月号)のなかで触れたが，自動制御がまだ一つの

独立した学問として成立していなかった初期の頃は，自

動制御系を表わす方法として微分方程式が用いられた。

しかし，機械工学，電気工学，化学工学などの工学の

各分野のあいだに，アナロジー性（類似性）が存在する

ことが明白になってきた過程のなかで，いわゆる演算子

法が確立し，自動制御の分野にも適用されはじめた。

伝達関数（transferfunction）とは，図3,3のような

電気の回路網の場合，左側の２つの端子に任意の電圧

V§，電流鹿，を入力として与えたときに，左側の端子が

どのくらいの電圧Vi，電流i2を出力として示すかを演算

子法で表わした関数のことである。

房=剤

うな式が成りたつ。

緋の‘〃

動制御系がどのようなシステ

ムになっているか，ある入力

を入れたとき，どのような出

力が出てくるか，一目瞭然と

してわかるからである。

この意味で伝達関数は自動

制御系の解析に大きな意義を

もっている。

では具体的な例をもとにし

て伝達関数を考えてゆこう。

たとえば図３，４の電気回路

に，Ｕ,（'）の電圧を与えたと

き，出力の電圧の時間的変化

をz’2(z）とすると，つぎのよ

sLI(s)+命･』(s)÷RI(s）

、1/ＳＣ
=瓦Z＋173で千瓦

１………………(3.5〕
~で工面耳r2CS＋１

一
一

緬
一
咽

L響十部(‘)"‘+唖(‘）
さて(3.1)式の各項を初期値を０としてラプラス変換

(本誌１２月号の定理参照）するとつぎのようになる。

ｲﾝダｸﾀﾝｽ：泌L響=sLI(s)……(32）

回路網
ｒ一－一一一ーー一一ー一一一一一一一ー可

となり，入力と出力の関係が演算子Ｓで表わせる。

このように自動制御では，初期値を０としたときの出

ｌＲ;(‘）Ｈｗｗ１，Ⅱ｜

|‘『、＝洲

'三型ﾕーﾆー」
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弓

図３－４

容量：泌誹(ｫ)感‘=売迩(s)……(３３）
抵抗：胆Ｒｉの＝ＲＩ(8)……………(3.4）

これら求まった式を(3.1)式に代入して，入力と出力

との関係を比で表わすと，

〃Ｓｃ・Ｉ(s〕

○

喝
一

4０

○

図３．３回路網

なぜ演算子法で表わした方法が現在採用されているかと

いえば，演算子法で表わした伝達関数の形によって，自

画

一>J１ －>”

回

出
力

入
力

回路網
Vｉ



４

力信号と入力信号のラプラス変換の比を伝達要素の伝達

関数として用いている。そして伝達関数をＧ(s）とし，

一般に入力信号をｚのとし出力信号を,'(ｒ)としたとき，

記[ｼ(ｒ)｡＝Ｇ(s)弱唾(z)｡………………(3.6）

が成りたつ。

型→lG(s)｜→’α）

伝達関数は微分方程式を‘/αz＝Ｓによって代数化す

れば求められる。いま，インダクタンスＬ，抵抗Ｒ，容

麓Ｃを含む回路に交流電流Ｉ＝IbsimWを通ずると，そ

の端子には，位相がずれたＥ＝Eosin(ｚＷ＋のなる電圧

があらわれる。電気のオームの法則によりＥＯと１０は比卿例

するが，ＥＣ/JIb＝Ｚをこの回路のインピーダンスといって

いる。これをラプラス変換で表わすと電気回路の各要素

のインピーダンスはつぎのようになる。

表３．１電気回路要素のインピーダンス

表３－２

四'３－５

涙可

Ｕの＝Ｒ/(z）

そしてこのインピーダンスの概念を念頭におくと，伝

達関数を求めるのに非常に便利である。電気系ではキル

ヒホッフの法則を，機械系ではニュートンの力学法則を

もとにして連立方程式をたて，入力と出力の比を計算す

れば，すぐに伝達関数が求められる。

たとえば，図３－５の回路の伝達関数を求めてみよ

う。

１，２間のインピーダンスＺｉ(s）は，ｓＬとＲの並列

回路と，１/Ｓｃの直列接続であるから，

Ｚ!(s)二売十器
ＣＲＬｓ２十sＬ＋Ｒ

一一…………………(3.6）
＝cLs2＋ＣＲＳ

３，４のインピーダンスは１/Ｓｃであるから，

インダクタンスＬのインピーダンス

L等"(の＝

両辺をラプラス変換すると

-/ＷＷＶＩＦ

sＬ

ｰ

V(s)＝ＲＩ(s〕

－
Ｍ
．
２

入
力
１ 出

カー
ゆえに，イソダクタソスＬ

(s）

のｲｿビー顔ﾝｽz(ぶ〕=器)=邸 ＴＩ

機械系の場合は

機械系インピーダンス＝力/速度

あるいは＝トルク/角速度

で定義される。これは工学の各分野におけるアナロジー

性の問題と密接に結びついているといえよう。表３－２

は電気系と機械系のインピーダンスを表わしたもので，

Ｌ＝インダクタンス，Ｒ＝抵抗，Ｃ＝容量，１Ｖ＝質簸，

Ｄ＝粘性抵抗係数，Ｋ＝バネ定数とそれぞれ対応し合う

ものが存在する。

抵抗Ｒのイソピーダソス

画の=汁(')"‘

これらのことからわかるように，インピーダンスは伝

達関数を求めるとき，大きな役割を果す。またこのイン

ピーダンスの概念は機械系の問題にも適用できる。

Ｃ

同様にして

り|(i） ゆえに容量Ｃのインピーダンス

電流『（ｔ）

一電流iい)|抵滅のｲだ-荻ソス
ーリ(t'〉 ．ー１

ｚ(，)=器=尺
容量Ｃのインピーダンス

Ｌｓ＋Ｒ

－で壷r雨冒FZ5千I？……………(3.7）
伝達関数はこのようにして比較的簡単な計算で求める

ことができる。

さて人間も－つの精巧な機械とみなすなら，五感でさ

まざまな形の入力をうけ，五体で出力をだす。では一体

人間の伝達関数はどうなっているのか，将来ロボットと

はいかなくても，人工義手や義足の設計には重要な意味

４Ｚ

z(s)=器=希

v(s)=命･I(s）

１
０
１
１

同様にして
－－

電気系

機械系

|電圧/電流
力／速度

|‘Ｌ
snf

１Ｒ
，

1/Sｃ

K7ｓ



加え合せ点

簡単な例をあげて，ブロック線図を作り上げてみよう。

図３－７はサージタンクといって，化学工場などの水を

たくさん使用するところに設置されていて，水圧をだい

たい一定に保とうとする装置である。

ここでＱ－９までのブロック線図を描こう。まず９

は水の高さﾉzに比例し，出口のオリフィスの抵抗Ｒをう

けるから

９(歯)=影(彦）（α:比例定数）（a8）

ﾀﾝｸの水而の増加する割合当ｆＱは,ﾀﾝｸの断面
職をＡとすると

２２盤』＝Ｑα)－９(z） （3.9）
α‘Ａ

（3.8)，（3.9）をそれぞれ初期値を０としてラプラス

変換すると

江9(０ｺ=影[ﾙ(‘)．（３９）

江ﾊ(０ｺ＝Ｌ[Q(，二2L，ユ （3.10）
ｓＡ

（３．９)式をブロック線図で表わす-と

ん
ａ

・Ｒ．－÷９

図３－８

同様に，（3.10)式は

＋

Ｑ－-○一古Ｊ》
１７
図３－９

となり，この２つを組合せて，Ｑ→ｑのブロック線図

を描くと，図3-ｍのようになる。

α±ル

コブロック人

(伝達要素）
韮

出力
Ｇ（ｓ）

《
三

『

－一

(１）
g(i）

V’

引出し点 け！

９

’
Ｆ，

－）

α ＋グー、

をもつにちがいない。

３．３ブロック線図

自動制御の問題をあつかう場合，ふつうブロック線図

であらわす。ブロック線図は，制御系のなかの情報や信

号がどのように伝達されているかをあらわしたもので，

情報や信号の伝達と方向を線と矢印，伝達要素を四角の

ブロックで表わしている。

ブロック線図の基本識成は，図３－６に描いたような．

ブロック（伝達要素)，引出し点，加え合せ点の３つで

ある。図３－６ブロック線図の基本構成

図３－１０

サージタンクの場合は，比較的簡単にブロック線図が

描けるが，科学技術が進歩した今日では，機械や装置が

複雑化してきて，たくさんの要素が集まって１つのメカ

ニズムを構成しているのがふつうである。自動制御系も

これと同じで，多くの伝達要素からなり立っている。し

かし，これらの多くの要素をそのままのかたちでブロッ

ク線図に描くと，非常に繁雑なので，これらを等価変換

してまとめると，今後勉強してゆく制御系の解析，設計

に便利で，しかも理解しやすくなる。

表３－３は等IHI変換のおもなものである。

~へｒ里一一

６

ブロックは２．３であつかったような信号の変換を表

わしており，Ｇ(s)はそれを表わす伝達関数である。

引出し点は，１つ信号が２つ以上の要素に作用すると

きに用い，信号の分岐といってよかろう。また加え合せ

点は，２つの信号の加減算で，○印の下横に，＋’一を

記して加減を区別している。

自動制御系を解析することは，とりもなおさず御制系

の基本的構成を念頭におきながら，信号の伝達のありさ

まをブロック線図で描くことが第１歩である。つぎに’

描かれたブロッ

図３－７ ク線図を等価変

換して簡単にす
入城Ｑ

匂

ることでこれは

１…鱈と”
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表３－３ブロック線図の等価変換

図説近代百年の教育
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寺子屋時代から今日にいたる百年余の日本の近代教育を，彪大な資料から写真で復元し，

一目でわかるように工夫した独特の内容構成。十年にわたる資料･蒐集と研究で，政策・施

設・教材・文具・事件・思想・教師像などを堀り起して評価した類のない大作。

国士社

Ａ４判上製函入豪華本定価8,000円
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授業の形態と方法，

家政の授業組織の基本的な形態は，教師の導入，予定

の仕鄭の遂行，あるいは，前回の授業でやりかけていた

仕事の継続，知識の点検，最終的な指示および説明，そ

の他が加味される重複的な授業である。課業の個々の構

成要素の結びつきや，それらの相互的な配世は，授業の

質とその教授学的な課題にかかっている。

学習教材の内容や質との関連によって，生徒たちは，

教師から課せられた仕事を，個々 に，または一斉におこ

なうが，あるいはまた，班ごとにおこなうこともある。

教授の般初のうちは，一斉授業を組織するように留意す

べきである。実践は，このような授業組織が５－６学年

においては，きわめてすぐれていることをあきらかにし

ている。すべての児童が，同じ仕率を行なう一斉作業の

組織は，きめられた作業を分析したり，それぞれの作業

の細部にわたって説明をしたり，具体的に示したり，，誤

りを適切に除いたり，防いだりすることができる。さら

に，とりわけ重要なことは，少女たちが，どのようにし

て新しいやり方を身につけ，どのようにして課題をおこ

なうかを観察し，点検することができることである。つ

いには，かれらは，となりの作業にも注意をむけられる

ようになる。そうして，はかばかしくすすまない子ども

が，より力のある子どもから，たしかな助けを受け為こ

ともありうる。そのほか，５－６学年においては，初歩

的な能力が形成されるということに注意をはらわねばな

らない。もしも，生徒の各グループが，何種かの異なっ

た課題をおこなうとしよう。教師が与えるほとんどは，

個々 の生徒に関連があるにしても，他の者にはそれを応

用することができないので，教師の仕事は，おそろしく

複雑なものになる。とくにこれは，「裁断と裁縫」に関

･係をみなければならない。

４１４

．，●
家政

形態と方法

ソビエトの学校における樵

モスクワ第500学校の高学年

自分たちで製図をおこなっている

授業の

村。洋子豊

多くの学校では，裁断と裁縫の授業を班別に組み，い

くつかの異った型を作らせている。同傑の授業の組織

は，少女たちが，数種の能力をすでに身につけている７

－８学年のぱあいには認められる。

作業班の組織（２－５人ずつ）は，料理をおこなう授

業に広くとり入れられる。班はある課題を受けとる。課

題は全グループにたいして，同一のことも，違うことも

ある。このような授業形式のぱあいは，子どもたちは，

教師の助力をうけなくても，独自性を大いに発揮した

り，問題を解決したりすることができる。

実践では，作品をなしとるげとき，ある生徒たちは’

他のものたちよりも，10-20分早く作業を終らせること

があきらかにされている。子どもにたいする補足的な，

個別の課題を与える必要'性が生じている。

家政の学習には，さまざまな教授一学習の方法を適用

せねばならない。とくに主要と思われるものは，対話形

式における口述，作業指導，実習作業，実験室作業’練

習，図解作業，生産への見学，映画などである。

唾
型
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縛更

教師たちは，その他の，たとえば祖国と仕事，文学と

‘仕事……のような〆体系的な手法をも利用する。

物語，説明，対話。教師は，ミシンの個々の部

分の機構や，相互の働きについて，さまざまな布地の特

性について，道具や器具の構造について，型紙製図の正

しいやり方にいって，衣服製作の技術について，栄養食

品について，料理の基本的な種類について，衣類の洗た

くその他についての知識を生徒に与える。教師は，これ

ほど多量の教材を，比較的短時日のあいだに教えなけれ

ばならないのである。このことはつまり，教師が説明を

するさい，生徒が新しい教材を最良に把握するように，

明確に組まれた手法を用いることをよぎなくさせる。

授業の質や内容によっては，説明を授業の最初，中

間，あるいは，おしまいにもってくることもありうる。

知識を伝達する口述の方法の要点は，授業のなかで，そ

れを，ながながとやらぬことである。説明の長さは，通

例，５－６学年で10分以内，７－８学年で20分を超えて

はならない。

家政の授業は，基本的には，実習的な性格を特徴とし，

学習時間の大部分を少女たちの実習作業にあてがわれな

くてはならない。理論的な説明や，物語は，機械，器

･具，図表，教示，その作品の見本の展示，いろいろな直

観用教具，および一つ一つの操作の手法を示すことによ

って補われなければならない。

物語りあるいは説明は，実際に見せるということと結

合して，目的にかなったものになる。たとえば，学習テ

ーマ「上糸と下糸の入れ方」のぱあい，教師は説明をし

終えたら，糸巻きを上部に極いて，而板糸かけに糸をか

け，糸調子皿のあいだを通して引っぱる。つぎに，右手

で針穴に通すということを実際に示す。説明に，見せる

ということが付加されて，子どもたちは一そう教材を理

解する。

それぞれの課業に，対話をおこなう時間を適宜に当て

ておく。これらの対話は，教師が生徒にたいして，かれ

らの自助活動について，成人の労働について，縫製工業

および繊維工業その他の組織についての新しい知識を理

解させ，会得させることへの一助となる。

作業指導。あれこれの労仙の手法を用いて，ど

のように関連の作業訓練をおこなわねばならないか，あ

るいは，たとえば，料理工場への見学をおこなうさいに

は，どのような態度をとるかについて，少女たちに説明

をする必要が生じたぱあいにおこなわれる。

作業指導は，口頭，文字にしたもの，あるいは個人

的，グループ，または班ごとにでもおこなうことができ

る。課業で，やさしい，理論的な知識を知らせてのち，

ひき続きその課業で学習される作業をおこないつつ，導

入的な,作業指灘をすることもある。その内容には，衣服

の製作や，料理その他の手法の説明と教示が含まれてい

る。たとえば，教師は，折りふせステッチはどのように

縫われるかを説明したのち，それをどのようにおこなう

かをやってみせる。作業指導の過程では，教師は，作業

手順の要点をそれぞれおさえて分解し，その手順を最初

はゆっくりとおこない，次に普通のテンポで示す。衣服

製作や調理のいろいろな手法を教示するばあいには，教

師は，教師自身が作業をおこなう場所，あるいは，生徒

のなかの１人の作業場所の周囲に，あらかじめ皆の生徒

を集めておこなう。

議鍵識
イルクーツクリIlllキレンスク第５学校

７学年の裁縫の授業

通例，課業のはじめには，グループ塗部に作業指導を

する（時間の節約のために)。教師は，それぞれの異な

った作業の操職作の手法を，なん回かくり返してやってみ

せる。ところが，一度ならず教示しても，生徒たちが，

その同じ動作を再現し，くり返すことに困難を示すこと

がしばしばある。このような例は，折りふせステッチを

かけるばあいに，よくみられることである。こうしたぱ

あい，教師は，あれこれの手法を首尾よくおこなわせる

ために，個別的に作業指導をおこなう。授業では，文字

にあらわした作業指導のさまざまな形態が広く利用され

ている。これらは，さらに口述の作業指導と深く関連づ

けられる。

調理の課業では，ひじょうに便利な作業指導が利用さ

れる。このなかには，普通，どんな食料品をつかって準

備をし，食器はどのようなものが必要か，また，どんな

手順で料理が作られるかなど，生徒が準備しなければな

らないことが示されてある。作業指導表のなかに示され

る材料の分曇は，通常は１人前である。班ごとに必要と

する材料の計算は，生徒たちが自身でする。作業指導表

は，子どもを自助活動に憤れさせ，いろいろな問題の解

決に役立つ。

４５



実習作業。あらかじめ作業指導をなしてから，

実習作業に入る。その過程をとおして，生徒たちは，手

を使い，機械を用いて衣服の製作や，調理についてのあ

れこれの能力を習得し，社会的に有益なものをつくる仕

事に従事するのである。これらの能力は，適職切な実習作

業の反復によって，より一そう完全なものとなる。

実験室作業。物の緋成，およびその特質につい

て，布地の見分け方について，食品材料その他について

理論的な面で受けとった知識をたしかめ，定着するため

におこなわれる。子どもたちは，探究心に篇んでいるも

のであるから，これらの実験室作業には，多大の関心を

あらわす。

練習。子どもたちが受けとった能力を定着させ

るために，練習がとり入れられる。プログラムでは，学

年がすすむにつれて，だんだん練習が秋み重ねられ，子

どもたちが狸得した能力が，より完全なものとなるよう

に，教材が配列されている。

学校における作業条件は，学習される手法を定着させ

たり，または，いろいろの種類の家庭経営的一日常的な

労働をやりとげるために，教師が十分な練習堂を，家政

の課業にもちこめるようにはなっていない。習得された

諸知識は，日々の自助活動にかかわる作業のなかで，家

庭その他の家事経営にかかわる作業のなかで定着されな

ければならない。

図解作業。裁断と裁縫の課業では，型紙製図の

学習にたいして全面的に当てられることもある。

５学年では，肩紐のついたエプロンや下着，６学年で

は，ズボンやネグリジェ，７学年では，ブラウスやスカ

ート，８学年では，簡単に仕立てられるワンピースの型

紙をつくる。

生徒たちは，製図を，７学年から系統的に学習しはじ

めるのであるから，教師は，家政の授業では，型紙製図

をおこなうのに必要とされる範囲の製図の初歩の基礎知

識を，少女たちにわからせねばならぬということを忘れ

てはならない。たとえば，一番最初の課業では，ものさ

しとチャコをどのように使用するかを説明し，製図をす

るばあいの原線と，ひき続きひかれる線のしるしおよび

直角その他のひき方を，やってみせることが必要であ

る。

教師の課題は，少女たちに，布地の上に，やさしい製

図を移すことを学ばせたら，それらの製図の読み方をわ

からせることにある。

見学。子どもの総合技術的な視野をひろめるた

めに，種々の生産企業への見学が，組織される。プログ

妬

カザン第20学校８年生電動機の仕事の原理を知る

ラムでは，７－８学年に見学が規定されている。

見学は通例１グループ（15～20分）でおこなわれる

が，時には25人を超えない程度で適宜に２つのグループ

が合同することもある。見学を実施する前に，教師は，

文献をしらべ，対･象を事前に調査し，見学に関連するあ

らゆる問題について，その案内人とのとり決めをおこな

い，彼とともに，実施のプランをたてる。また，教師

は，子どもたちとの事前の対話，総括の対話をおこなう

計画もたてる。事前の対･話のさい，子どもたちは，見学

･の目的を知り，教師から課題を受けとり，図解した教材

を観察する。教師は，企業内での行動の規則について，

安全技術の規則の遵守について注意を与える，生徒たち

は，見学のさい，いくつかのデータを番きとめ，課題に

したがって材料を集める。見学ののちに，対話をおこな

う必要がある。子どもたちが受けとった知識は対話の過

程で，一般化され，まだ充分理解されなかった知識は，

そこであきらかにされる。

すばらしいことに，若干の教師は，見学ののち，少女

たちに，アルバム･作成や直観用教具の作製，あるいは学

校壁新聞への寄稿などをすすめた。このような例を，モ

スクワ第21学校および第315学校の家政の教師たちにみ

ると，前者は，家政教室新聞の発行を組織し，後者は，

アルバム編集を何回かおこなっている。子どもたちは，

これらの作業をひじように興味をもっておこなうもので

ある。作業が重荷にならぬように，たえず心を配らなけ

ればならない。

映画。家政の授業では，個々の操作のやりかた

をあきらかりしたり，料理の作り方の技術，教材の基礎

知激，安全技術の規則，その他の学習との関連づけで利

用される。

モスクワ第315学校の女教師エヌ･力･フブミーナは，

調理の授業で，５－７学年用に編集したフィルム｢料理」

を，ひじょうに成功的に利用した。かの女は，フイルム

を槻せる前に，どのような点に注意をむけなければなら

ｒ可
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ないかと説明した。フィルムは，学習テーマに応じて各

部分ごとにデモンストレーションされたのである。フィ

ルを見終ってから，対話がもたれたが，そのとき，少女

たちは，自分が料理をするぱあい，どのようにおこなう

かを，実際に見るということによって理解したことがあ

きらかにされた。

作業と両親。家庭内での労働も，学校において

の労働と同様に，実践的活動や自主的な生活にたいして

子どもを準備する。家庭および学校における労働への準

備教育は，一定の方向を歩まなければならない。このた

めには，家政の教師は，生徒の両親たちと組織的な作業

を編成する。月に１回学校で全父兄の会合を開くことが

目的にかなっている。その会合において教師は，学ばれ

たこと，習得されたことについて，また，親たちが，家

庭経済についてどのような課題を少女たちに与えるべき

かを，詳細に話し合う。

教師は，家庭経済に関する課題の範囲に親の注意を向

けさせ，どのようにして課題を遂行するかを見まもり，

どのようにして誤りをただし，どのようにして正しい能

力や技術を形成しなければならないかを話し合う。

家庭での労働は，少女の一日の日課として，一定の位

置をあてがうべきである。かれらの家族の労仙への参

加，および自助活動は,５－６学年で,１日に20-30分，

７－８学年では，50-60分従わせねばならぬ。

少女の家庭での義務づけの範囲をきめしだいにその割

り当てをひろげていかなければならない。課題は，労伽

の継続時間のむずかしさの度合に応じたものでなければ

ならない。能力に不相応の課題は，生徒を疲労させる。

子どもたちが参加しておこなうことができるさまざま

な家庭での労働の数は，枚挙にいとまがないほどである

が，以下に,親への手助けとして,異なった学年の少女た

ちにまかせることが可能な作業の一覧表の例を示そう。

両親のためのメモ

(家庭用にすすめられる作業の例）

自助活動 家族労働への参加

５学年少女用

自分のベットを毎朝かた

ずける

朝食，昼食，夕食のあと

の，自分の食器を洗う

机や本棚を整理する

毎日制服にブラシをかけ

て手入れをする

毎日部屋の換気をし，そ

の換気に注意する

衣服や，窓のしきいのほ

こりをはらう

部屋のなかの，草花に水

をやる

新聞を受けとり，一定の

場所にたたんでおく

制服を正しくしまい，ま

たよごさないように気をつ

ける

毎日，自分のはき物に手

入れをする

小さなもの（衣服のえ

り，カフス，ハンカチ，え

りかさり，その他）を洗た

くし，アイロンをかける

ボタンやスナップなどの

縫い付けを手伝う

制服にカラーやカフスを

縫いつける

裁縫や，ししゅうに．使用

する器具，道具の整頓をす

為

家庭用薬品をそろえてお

く

洗面台をきれいにしてお

く店で買いものをする（パ

ン，牛乳，洗剤，歯桑がき

粉，靴クリームなど）

朝食の用意をする

朝食のサンドイッチを準

備する

ロシヤサラダの準備を手

伝い（野菜を洗う，そろえ

る，切る）また，にしん料

理の準備も手伝う

じゃがいもの皮をむき，

野菜洗いや，いちごその他

を選り分ける手伝いをすあ

親が帰宅したら，食事を

あたためる

朝食，昼食，夕食のあと

の食器洗いを手伝う

弟妹が食卓に正しくすわ

り，ナイフ，フォーク，ス

プーンを使うことに気をつ

ける

6学年少女用

５学年にすすめられる作

業を，だんだん複雑にして

おこなう。

例さらに大きな白地や

色のついたものを洗たく

し，それらにアイロンをか

ける。小さいもの（衣服の

カラー，カフス）の糊つけ

をする。

５学年にすすめられる作

業を，だんだん複雑にして

おこなう。

・母や姉の日常の掃除の手

助けをする（電気床象がき

機を使用して床を洗い染が

く，じゅうたん，ソファ，

ベッド類のクッションのあ

る家具や鏡などをきれいに

する）

家のなかに草花をおいて

あるときには，その世話を

し，水をやる

父母の机や本棚の整頓に

注意をはらう

新聞を受けとって，それ

らを新しいものと，読承終

ったものとに分け，一定の

場所にたたんでおく

家庭用薬品をとりそろえ

適時に（親のたの染で）薬

を補充する

住居の周囲の掃除と整頓

に気をくばる。冬には，付

近の雪はねの手助けをする

4７



自助活動 家族労働への参加

小さな妹の人形を縫う

親の手助けに商店で買い

ものをする（パン，乳製

品，ひきわり小麦，野菜，

果物）

朝食の前に，食卓の準備

をし，昼の食卓の準備を手

伝う

食器洗いを手伝う

台所が清潔であるように

気をつける

食器棚の整頓に気をつけ

る

家に電話がああぱあいに

は，ベルがなったら，とり

つぐ

親の手助けに，朝食，昼

食，夕食の準備をする

幼い子どもが，加熱器具

に近づかないように気をつ

ける

客をむかえる

病人の薬をあつらえたり

買いにいく

病人のために医師か，病

院を電話によびだす

朝には，弟妹のベットの

かたずけを手伝う

親の手助けに，布きん類

を縫う（布きん，ハンカ

チ，ナプキン，その他を裁

縫ミシンを使って，縁ステ

ッチをかける）

7学年少女用

５－６学年にすすめられ

』る諸作業を，さらに複雑に

しておこなう

衣服の洗たくを，手や機

械を使っておこない，それ

らにアイロンをかける

よごれた衣服のし象をと

る

耐単なものを縫う（パン

ツ，胸当てつきエプロンな

ど）

‘８

６学年用にすすめられる

作業を，だんだん複雑にし

ておこなう

日常の部屋の掃除に加わ

る

部屋の拭き掃除をおこな

う

本棚の整頓を保つことに

責任をもつ

部屋の装飾品の手入れを

する

手や洗たく機をあつかう

下着の洗たくの手助けをす‘

自助活動

訳者から

家族労働への参加

る

シーツやテーブルクロー

スのアイロンがけの手伝い

をする

季節によって保管する衣

服やはき物の，整理を手伝

う

商店で食料品を買う（パ

ン，乳製品,ひきわり小麦，

肉魚，野菜，果物）

市場で食料耐を買う

朝食，昼食前の食卓の準

備をし，休日の食卓の準備

を手伝う

食器棚の整頓に淡任をも

つ

台所の整頓に注意を(まら

う

部屋のなかの草花の世話

をする

電話があるぱあいには，

ベルがなったらとりつぎ，

また，家庭用の電話帳をあ

つかう

親の手助けに，たやすい

ものの裁縫する（シュミー

ズ，パンツ，スカート，ブ

ラウスなど）

ソビエトでは，子どもが家庭でどう教育されるかとい

うことは，大きな問題であって，家庭は，教育にたいし

ても，重要な一分野をになうといえます。

今日，子どもの自助活動として提起されている“家庭

における労働”についてのくられている著者の見解や具

体例は，ア・エス・マカレンコ（1888～1938）に負うと

ころが大きいとおもわれます。

マカレンコの家庭教育にかんした演説，識話をおさめ

た邦訳響「愛と規律の家庭教育］南信四郎訳三一譜

房の第５講(労働における教育)，第４識くあそび＞な

どを，合わせ読んでいただけたら，いっそう理解できる

こととおもわれます。第５講の冒頭に，「労働はつねに

人間生活の基礎であったし，人間生活の幸福と文化をつ

くる基礎であった。……」とのべられ，順次に家庭での

労働の重要性について，ときあかされています。

（北海道教育大学）

〃偲牙
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101．うず電流とはどんな電流でしょうか，また，技術

的にどのような意味があるのでしょうか。

金属板の中をうず状に流れる電流のことで，磁束が板

をつっ切って運動するときに発生する。

このしくみは，図のように，レンツの法則を発展させ

て考えるとよい。

つまり，コイルの中で磁石を動かすと，コイルに誘導

電流が流れるが，その場合，導線やコイルに流れる電流

は，つねに磁力線の変化を妨げる方向に発生する。

今(a）図のようにＮ極を近ずけると，磁石の滋力線がコ

イルを貫ぬくのを妨げるよう，破線のような磁力線が発

生するよう電流が流れる。この場合磁力線の方向（コイ

ルのＮ極と電流）をたよりに右手親指の法則を適用して

みると理解できる。

銅線

磁石を近ずけるものが金属板の場合には，電流の方向

は同じであるが，いくつもの同心円状に電流が流れると

考えれば，うず状の電流が流れる。

蝋

向 山玉雄
一

うず電流をう重く利用すると，積算電力計やモーター

に利用できるが，変圧器やモータなどの鉄心に流れる

と，ジュール熱の発生となり，損失となるので，この場

合は，うず電流を少なくするよう，くふうされている。

102．変圧器や電動機の鉄心材料として，けい素銅板が

使われるのはなぜでしょうか。

変圧器や電動機のように，鉄心にコイルを巻いたもの

では，交流を流した場合に，鉄心内にうず電流が発生

し，これが損失の原因になるので，どうしてもうず電流

損失を少なくすることが技術的な課題になります。

鉄心に，普通の鉄を使用すれば，磁性は良いが，うず

恋流損がどうしても多くなる。そこで，鉄とけい素との

合金鋼が用いられ，これをけい素鋼(siliconsteel）と呼

んでいます。これはけい素（si）が0.5～４％程度のも

ので，けい素を加えると，鉄中の酸素が除かれること，

抵抗率が増して，うず電流が少なくなるという利点があ

ります。

またうすいけい素鋼板を何枚も重ねるのは，一枚の厚

板では，うず電流が流れやすいのに対して，うす板を成

届すれば，一枚一枚でうず電流がズタズタに切られるこ

とになり，うず電流による損失を少なくすることができ

るからです。

一ず

一彦

一一錘

4９



０５mmのエナメル黒を

針回巻いたリングのｉ

鶏に立証球をつける
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切られる Ｉ
鍔読流

この方向に成胴

しても効果がない

103．電磁石の鉄心材料として炭素鋼を使用するとどう

なるでしょうか．

電磁石は，電流を流したときだけ磁石の性質を持たせ

るものですから，電流の流れていない場合には磁石の性

質を全くなくすことが必要です。ところが，一般に鉄類

は，残留磁気といって，電流を切ったあとも磁石として

の性質を残す場合があります。そして炭素鋼は，この残

留磁気が非常に大きいのです。したがって，商炭素鋼を

電磁石の材料に使うとスイッチを切ったあとでも磁気の

性質が残り，電磁石としての性質をはたさなくなりま

す。

逆に永久磁石を作る材料は，強い残留磁気と保磁力が

要求されるので，炭素鋼や，タングステン鋼，ＫＳ鋼な

どが使われています。

このことをかんたんに実験するには，弓のこの刃など

の高炭素鋼に，エナメル線をぎりぎりと巻き，交流の

100Ｖを加えると，コイルをとりのぞいたあとも，磁石

になることを知ることができます。しかし，この実験

は，ショートの実験と同じで，瞬間的にヒューズが飛ぶ

ので特別な配電盤など保護装置を使って実験しなければ

危険です。

言三雲

鉄心
けい素誤阪を重ねて作った
もの２０Ｘ2０

ﾙ[き2ｍ,幡10ｍｍの
鯛のリング

噂噸鳶

導作用）

③単独のコイルで一一つのコイルを流れている電

流の強さが変化するとき，そのコイルに電流が流れ

る。（自己誘導作用）

④磁界内にある導体一鋼板や鉄板のような導体を

つらぬいて磁力線が変化するとき，導体に誘導電流

が流れる。（うず砿流）

ボビンにコイルを巻いて図のような装置（トムソン装

置と呼ばれている）を作り，別に鋼で作ったリングとエ

ナメル線を巻いて輪にし，その両端に豆球をつけたもの

を準備する。

ー一.一

支柱
6”'承錆を曲げ,i閲鰻にわ
上を切る

雲雲30ｍｍの穴のあ

1,た商さ165mの
ピン

綿二言二一三二ﾉﾘ妄'念ﾜﾝ板一

コイル

0.8～１ｍのエナメ

ル線を巻く
一一口一凸●－－●一一一_

■｡ー４●一一一一即国＝一

104．電磁誘導が起るのはどのような場合でしょうか。

またどんな装置を作ったらたしかめることができる

でしょうか。

電磁誘導作用というのは，電流と磁石との間におこる

誘導作用のことで次のような場合が考えられます。

①コイルと磁石一コイルの中に磁石を入れたり出

したりするとき，逆にコイルを磁石に近ずけたり遠

ざけたりするとき

②コイルとコイルの間一二組のコイルが接近して

おかれたり，同一鉄心に二組のコイルが巻かれてい

る場合，一つのコイルの電流（磁力線）の変化にと

もなって，他のコイルに誘導電流が流れる（州互誘

５０

電磁石,電磁誘導,うず電流の実験装置

①コイルに鉄心を入れ電流を流して鉄心の部分に鉄

類をもっていくと音を立てて吸引するので磁石によ

ったことがわかる。

②エナメル線のコイルの先に豆球を接続したものを

鉄心に入れていくと，だんだん明るく豆球が点燈す

るので，誘導電流が発生したことがわかる。

また，鉄心にさらにいろいろな形の鉄心をつないで

いっても豆球はつくので，磁力線の通路がわかる。

弓
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状態というのは水銀原

子の外側の電子が飛び

出る状態のことをいい

ます。

なおけい光管を毛皮

や毛布のような布など

を用いてこすると暗い

場所でかすかにグロー

放電する現象も実験す

ることができます。

108．送電線はふつう三相３線式をとっており，これを

２回線（６本の電線）で送っているといわれていま

すが，実際に発電所ではどういうしくみ（原理）で

送っているのでしょうか。（静岡提先生）

送電線は三相３線式といって三本一線になった電線で

送られているのが多いようです。したがって送電線で電

気を送る電線の数は６本とか９本とか３の倍数になって

います。しかし鉄塔などを見ると７本とか10本の電線が

見えることがありますが，これは鉄塔の頂上についてい

る一本の電線が架空地線といって，雷が落ちたときに鉄

塔を伝って大地に流すようにしたものです。

三相交流の発電原理ほ，図のように，三組のコイルを

互に120.ずつの角度で配置し，磁力線を運動させること

により，それぞれのコイルに，時間的にずれた３つの電

流を送るようにしたもので，原理そのものは単相とかわ

りありません。

105．アラゴの円板とはどんなものでしょうか。

図のようにアルミニウムの円板をつるしておき，Ｕ字

型の磁石を静かにまわすと，円板が磁石の回転方向にま

わりだす性質がある。この不思議な性質は，フランスの

アラゴ（1786-1853）が発見したもので，この現象につ

いて当時説明できる人はいなかったので「アラゴの不思

織な回転板」として知られていた。

尼

■

１

の 回転子ることができます。

また，逆に，冷めたくなったランプは点灯しにくくな

っており，長い間閉めきった冷暗の室などでは点燈時間

が遅くなります。

この現象を発見したのは18型年当時

アラゴは38才の時であったが，その後

1855年に，フーコー（1819-1868）が

うず電流を発見したので，この不思議

な現象もようやく説明がつくようにな

ったといわれます。

今日では，誘導電動機の原理を説明

する最も典型的な形をしているので，

よく使われいいます。

５１

持ってみると，ものすごく熱くなっていることがわ

かり，うず電流が大量に流れてそれが熱に変わった

ことを知ることができる。

106．誘導電動機の回転子がカゴ型をしているのはなぜ

でしょうか。

誘導電動機は，回転磁界によって回転子に誘導電流が

流れ，その電流によって回転子が力をうけるようになっ

ています。この場合回転子に流れる遊流のうち，軸に平

行な電流だけが力となる有効な電流となるわけですから

カゴ型に作っておけば，流れる電流の大部分を有効に使

うことができるわけです。

｛実物の回転子には鉄心のみぞに銅の棒が何本も通さ

侯れ,両端がショートされたような形をしています。

＋
１
１
－

発電機の発生電圧は，普通水力１万1,000ボルトぐら

い，火力１万5,000ボルトで発電所の主要変圧器によ

り，１５万4,000,27万5,000ボルトなどに昇圧され，遮断

器，断路器などの設備を通り，送電線に送りこまれま

す。送電線建設にあたっては，経済性，信頼性，安全性

などの面から検討されて施設していますが，ユ回線とか

４回線とかにすることもあります。

]07．けい光灯を長時間点灯して消灯スイッチを押して

すぐにけい光管上に手を透くとけい光管中で放電が

見られるのはなせでしょうか。（島根西山先生）

長時間の点灯でけい光管の中のあたたまった水銀は高

い密度になって放電しやすい状態にあり，.外部からのエ

ネルギーが加わると励起状態となり，アーク放電の前の

グロ（glow）放電を起こすために見られる現象で,.励起
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学 習労働
一技術家庭科における教授活動の構成的考察(Ⅳ)一

IIInIUq』IDOOIllIO･･-…ﾛ００．－UDOOOIIIIO000oOUllOOO0OI1IIO1IIIUIOOOOOOIlllDD0｡,．，０，…..▽,ｑ､0--

１．はじめに

現在の学習指導要領によってきびしく規制され

ている中学校技術家庭科の実態については，現場

教師の立場で,また日本の教育全,体の立場から,他

の教科と同様，根本からの検討が避け難いものに

なっている。しかし技術家庭科という教科が，し

かもそれがまさに中学校期に位置づけられている

ことに対しては，私はまず民間一介の教育研究者

として，その現実の姿はともあれ，“それがそこ

に在る'，ということ自身に深いよろこびを感じて

いるものである。なぜ自分がこの教科の存在その

ものに満足を感じているかの理由については，以

下に述べていくつもりであるが，まずここではソ

ビエトの数育学者ウシンスキーの有名な言葉一一
●●●●●●●●

“学習は労働である。そしていつまでも労働であ
●●●●●●●

らればならない"*が，日本では，中学校に課せら

れている技術家庭科に一ばんピタリと当てはまっ

ているということを冒頭に述べさせていただきた

い。

すなわち中学校期の子どもたちは，小学校にお

いて男女共通の教育をうけ，その段階（年令）に

ふさわしい技能・知能・知識およびそれらを総合

した能力をすでに用意している。しかも彼等は今

でも遊戯好きであり，行動的であり，５月の菜園

から採りたての莱エンドウのように新鮮である。

そういう若々しいからだと精神でもって中学校に

＊ダニロフ,"教授学”（上)，Ｐ240

”

岡 邦雄
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迎えられ，知覚→習熟→（練習）→知識→･一だん

高い習熟（能力）→能力の総合としての労働（活＝

動）力→学習労伽の順序で，この時期をはずして

は二度と身につけることのできない教育を，その・

意識的・秋極的態度をもって享受することができ

る。それが中学校期の子ども（男女を問わず）の‘

全教科についてもつ生来的（年令的）に付与され

ている‘‘特権’である。そして技術家庭科は，そ

の一教科としてその例外をなすものでないという

．だけでなく，以下にのべることからも知られるよ

うに，特にこの時期の子どもに最適の本質ないし

性格をもっているのである。それなればこそ私

は，この教科の教授過程の役割に特に深い関心を

もっている。そしてその全コースにおいて最も特

長的であり，かつ中心的な機動力となるものこそ－
、劃

下に述べる学習労働であると考える。

ここではまずこのコースの'性格を形作る知覚や

実践'性その他について，本稿既出の章節において

述べ足りなかったところを補足するところから始

めたい。

というのは，知識習得のコース，すなわち知覚

･からスタートして表象・認識となり，それにコト

バに端を発する思考の路線が総合されるものと，

同じ知覚からスタートしながら感性的認識におい

て，さらに能力形成の“Circuit'’において知識

習得コースに合流しつつも，われわれの技術家庭

科の'性格にもとづき，かつこの時代の子どもの行



動的特性に照らされ，挑まれて手の運動・身体的

運動による操作に始まる第二のコー〆を追うなら

ば，それは，知覚の拡大から労働に至るものであ

り，やがて第一のコースと総合させねばならぬも

のである。しかもこのコースは，おのずからこの

教育課程において基礎的な独自性を堅持する。し

たがって知覚なり習熟なりの発展が知識の習得だ

けを考えた場合より一そう基礎的な側面を提示す

るであろう。

縛専イ（知覚と実践）感覚がある事物の個々 の特性の
‐反映であるのに対して，知覚はそのさまざまな特

』性をその総和において，それら相互の関連におい

て捉えた反映である。知覚は常に，すでにその人

万うきも．っている知識や過去の経験によってさまざま

な程度に補なわれ，それを仲介として作用する。

過去の経験をよりどころとしなかったならば，知

覚の対象が何であろうとも，それを現実の特定の

事物ないし現象として知覚することは不可能であ

ろう。

現実生活の最も直接的な反映である知覚は，他

のあらゆる認識過程と同様，知覚する主体の特殊

性，すなわちその人の知識・欲求・興味その他に

よって左右される。感覚と同様，知覚は客観的世

戸界の主観的反映である。そしてこの知覚において

最も新鮮で，しかもこの場合の主観性とともにす

でにある程度の客観'性を用意しているのが，中学

校の子どもたちなのである。さらにこの知覚が正

しいか否か，それが現実と合致しているか否か

は，やばり感覚の場合と同様，人間の実践活動に

よって点検される他ないのである。教師の指導の

下にその実践活動に最も積極的なのが他ならぬ中

学校期の子どもたちなのである。

実践は知覚の，したがってあらゆる認識過程の

真実性を明らかにする根拠である。同時に人間の

、実践活動は知覚の基礎である。そして知覚の重要

な－つの特質は，それが社会的実践によって条件

づけられるということであるｃ

(観察） 観察とは， 意図的・計画的な』 多少と

#〕長期にわたって行なわれる知覚（知覚行動）で

ある。たとえば旋盤工によるカッターの運動の知

覚は，品物（材料）を機械にかけて削っていく過

程で作業の進行につれ行なわれる。すなわち観察

（意図的知覚）は何らかの活動（労働作業・遊戯

・学習課題の遂行など）のなかに含まれ，その活

動遂行の過程で実現されることがある。

観察において運動や行動が肯定的（それを促進

する）役割を果すのは，その運動や行動によって

事物の特徴般的には操･作して見てはじめて

認め得るような特'性を知ることができるというだ

けによるのではない。それは視知覚だけが働く場

合には注意をひかないでしまうような事物の細部

にも，運動的活動によってそれに注意が強く集中

されるからである*・視知覚の範囲は手によって

同時に知覚できるものよりも遥かにひろい。平っ

たくいえば，眼の知覚は“速く”（軽快)，手の知

覚は“おそい，’（鈍重)。それだけに手の知覚によ

る事物の把握，感‘性的認識は，とくにその繰返し

によって非常に強固なものとなる。そしてここに

技術家庭科のような手を使い，からだを動かす教

科のすぐれた数育的有効性が発揮されるわけであ

る。すなわち手は知覚に参加することによって，

その手のほうに眼をひきつけ，知覚をより狭い局

部に集中させ，そのことによって事物の特徴を一

そう深く観察させるのである。

また知覚的一感性的認識における手の効果は，

特殊的には幼稚園以来の身体的・心理的発達から

も確認される。すなわち子どもは遊びにおいて事

物のさまざまな特性（色・形・大きさ重さ等）を

分化する。そしてこの分化は，子どもの行動や運

動と結びついているために，幼稚園から低学年に

かけての，手による絵を描くこと，粘土細工等の

＊スミルノフ，“心理学”（１），Ｐ219
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世界”で“労働”という言葉を使うことは，後に

述べる理由によって反対である。このさい“労

働”に代る言葉として一ば適切なのは“勉強”と

いう言葉だと思っているが，論文などにはあまり

使われていないし；その意味も多少アイマイなの

で，私はやむなく“学習労働”を採っている。そ

こでなぜ“労働'’という言葉を使っては困るかの．

理由を述べなければならないが，その前に能力と

習熟の問題を片づけておこう。

（能力と習熟の形成）能力は，非常にしばしば‐

習熟を通して形成される。そして両者の形成は主

として練習の過程で行なわれる。たとえば（ダニ

ロフの挙げた‘例）比例配分の規則を応用する問題

を解くなかで，子どもたちは与えられた問題を解

く新しい習熟だけでなくて，類似の問題を自主的

に容易に解く準備をも，すなわち一定の能力をも

手に入れるのである。

ここで子どもたちは，それぞれの新しい習熟を

身につける力をも獲得する。この獲得した力が本

当の能力なのである。

（練習）練習の過程で子どもは，習得した概念

（知識）を利用（応用）して新しい素材について

それらを操作する。そうすることによって概念は

より精確になっていく。つまり子どもたちの練習

は，彼らのなかに科･学的な概念が形成されてゆく

過程の継続である。練習の本質はこの場合，一般

的なものが個別的なものに適用されをということ

にある。

練習とは，いろいろな（だが練習の目的から見

弓
オ

２．学習は労働である

“どのような教科の教授も被教育者の肩には，

彼の若々しい力が克服できる程度の，ちょうどそ

れくらいの労働がかかっているというような仕方

で，ぜひ進めて行かねばならない*"。

われわれはここで出会ったウシンスキーの言葉

において二度までも“労働”という言葉を聞い

た。本稿においてはシただの“労働”という言葉

は使っていないが，“学習労働”という言葉はす

でに何度もつかっている**。しかし私は“教育の

るということは，子どもの特徴であり，知覚の発

課題の遂行過程において，彼らの知覚や観察力が

著しく発達する。すなわちここで手を動かすこと
●●●

が彼らのあたま－知'性を発達させ，彼らの行動

を一そう実践的に合理化するとともに，その知覚
。』

が組織化し，制御されたものになり，その認識を

一そう知性的なものたらしめるのである。要する

に，対･象に対する積極的な目的志向的な働きかけ

事実の蓄積における順次'性と系統性，これらの事

実の精密な分析と一般化－これが観察の際に要す

る基本条件である。

（行動）知覚と行動がちよくせつ結びついてい

達と拡大のために欠くことのできない条件であ

る。事物の正しい知覚，次第にその細部にまで及

ぶ知覚が形成される上で，事物を取扱う子どもの

行動が非常に重大な意味をもっているのはこのた

めである。

子どもの思考が，知覚や直接的・感性的経験と

習熟を形成する過程が成功する程度は，子ども

たちの意識性と積極性の如何によっていろいろで

あるが，このことが今度は練習の体系＊と方法*＊

の如何によるのである。

的な，何回もの遂行のことである｡

不可分に結びついていることは，その最も重要な

特徴である。子どもは形象により思考する。すな

わち子どもの思考は具体的である。そして子ども

は，行動の.なかで思考する。

ことを目的として適用される類似した行為の意識Ｉ

＊ウシンスキーの言葉。ダニロフ，“教授学”（上〕

ｐ２４０から引用。

*＊“技術教育'’1968年８月号。

５４

て－‘性格の近い）素材･について習熟を狸得する
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（労働）既に触れた“労働”という言葉の意味

に，いくつかの重大な差別があることをここでハ

ッキリさせておきたい。

（ｉ）世間で普通に用いられている社会科学的意

味での“労働"・労働者が賃金と引換えに贋本家

に売渡すのが“労働”であるとしばしば考えられ

＊行動が立派に遂行されるたあに，学校は技能の形

成と，その完成を目標とした系統的な錬習を組識

する（スミルノフ，“心理学”（Ⅱ)，pl26)。

*＊練習の方法とは，行動遂行の方法をよりすぐれた

ものにすることを目標として行なわれる行動を意

味する。

**＊労働者が賃金と引換えに資本家に売渡すものが

“労働”だという規定は古典経済学のアダム．ス

ミスやリカルドウのものである。これが“労働'’

と“労働力”とを往盈にしてまちがえる理由にな

っている。実は筆者もこの‘､おどろくべき誤謬”

を犯していた。それは次の(ii)に述べるように私

は“労働者の労働力”と‘:子どもの能力”とを類

比的に取扱う鳩合には両者をハッキリ区別した上

でなされねばならないことをよく心得ていながら

まちがえてしまったのである。‘‘労働力”を“能

力”と拡大して考えていると，“能力は売渡して

も残ることばない”と教育の現場でのことを企業

の現場でのことのように錯覚したのである。労働

力は労働者の全身にひろがっている緒神的．肉体

的な能力である。資本家がそれを労働者から賃金

と引換えに引出すときは，彼の全身から絞り出す

のである。だから“搾取”という言葉が使われ

る。もしある一定の時間だけの“労働”を売るな

らば，その賃金が不当に安い場合には“収奪”と

なるが，“搾取”にはならない。私の以上のよう

な“誤謬”を指摘してさ下ったのは佐藤被一氏で

あり，深く感謝します。同時に産教研連編“技術

家庭科教育の創造”Ｐ６９の拙文に対し，次の正誤

表を付け，読者諸氏にお詑びします。

誤

（典型的には）労動者

が賃金と引きかえに企

業経営者に売るもの。
その量は時間で計る。

（売為ものは“労働”
であって“労働力”で

はな1,､)。

正

労働者が賃金と引きか
えに資本家に売りわた

すものは“労働力”。

"労働”はその労働力

の顕現形態，あるいは

その使用である。

ているがこれは“おどろくべき誤謬”（エンゲル

スがマルクス，“賃金労働と資本'，につけた序文）

であり，売渡すのは実は労仙力である。そしてこ

の場合の“労働”とは“労働力”を働かせるこ

と，あるいは“労働”とは“労働力”の顕現形

態，あるいはその支出である***。

（ii)学習労働一中学校の技術家庭科で行なわ

れている教育の主軸を成すもの。これは（ｉ）の

‘‘労働”と見かけ上，類比されるが，実は全く無

縁のものである。子どもの知識・知能・技能を習

得するための身体的および精神的な全身的活動で

ある。この過程においてそれらの要素を習得する

他に，後に述べる労働教育と呼ばれる基本的な人

間的教養を身につける。

子どもにおける労働とはすでに述べた“教育の

世界，’において教師の指導の下に行なわれる技術

教育であり，本質は学習活動であるが，身体的運

動を不可欠の特徴とする点で普通の労働と外面的

に似ている部分があるので学習労働と呼ぶ。ウシ

ンスキーが“学習は労働である”と強調したとき

の“労働”は，彼が社会主義国ソビエトの教育に

ついていっていることをも併せ考えると，まさに

ここにいう（ii)の“学習労働”を指しているので

ある。

３．学習労働

(1)教育課程としての技術家庭科･の内容のなかに

は，知‘性的な'性格の能力・習熟とともに，身体運

動的・労働的な'性格の能力・習熟が一そう大きな

地‘位を占めている＊ことが目立っている。技術家

庭科における消費・使用および生産*零にわたる全

単元の学習･作業に必要な能力と習熟をふくめて

の，身体労働の能力や習熟の形成は，ある種の独

:;：

ダニ瞳フ“教授学”（上)，ｐ,226

単元のこのような系統づけについては，本稿Ⅵに

述べる。

かり
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自性をもって行なわれる。身体労働の労働的習熟

には，人間の身体的行為がいつも参加している。

しかし，それらは知性ないし知識習得の過程と切

離せない関連をもって行なわれるのである。たと

えば簡単な機構を組立てるためにも個々の操作や

だんどりはどういう順序で進められるものか，ま

たそれはどんな道具を使って行なわれるものであ

るかをすばやく心に描く〔表象する〕ことが必要

である。それとともに機構の組立てに関する一定

の作業を直ちに遂行せねばならない。こういう場

合，思考の径路は習慣的な行為と結びついていく

のである。だが，そのすべての部分のことまでは

わかっていない機構が組立てられるような場合に

は，課題の遂行は思考と行為とが十分な積極性を

もって互いに補足し合い，点検し合うことによっ

てのみ可能である。

身体労働の能力や習熟の形成は，操作の目的，

それの科学的な基礎および遂行の方法が解説され

るということから始まる場合がしばしばある。－

－しかしこの場合，子どもたちが型にはまった

（よくやりがちな）誤解に陥らないように注意さ

れねばならない。教師は操作全体を遂行する方法

を示したあとで，つまり労働能力の全貌を公開し

たあとで，その能力を，それの要素的な構成部分

に分割する。そのような個々の習熟の獲得は，子

どもたちの“専門的”・部分的な労働練習の過程

（ねじを締めること，戻すこと，機構の数個の部

品を組立てること，必要な部分に油を塗ること

等）で達成されるのであるが，それらのことは個

別的な練習として，また労働に関する複合的な課

題を遂行する際の行為として行なわれるのであ

匂

→“態度に至る学習労働”の往復的回路の全コー

個々の部分的な練習の過程

ス＊は、実は系統的に配列されている教材単元の

る*。いいかえれば，

一つ一つについて厳密に実践されているものだと

いうことである。かくて一つの単元からその次の

＊“技術教育”1968年６月号，ｐ､５

*＊“技術教育'’1968年８月号，ｐ、5７

単元へ移行するごとに，それに相当する知識・能

力・学習労働より成る教授過程もその一つからそ

の次のものに移行し，習熟はその都度繰返され,．

積み重ねられ，従って練習の量も相当の程度に積

み上げられ，子どもの学習の各要素の定着を強固

なものにするのである。教授過程のプログラムの

実践が正確・着実に行なわれない場合には，とも

すれば学習労働が世間ふつうの“労働'’のように

考えられ，それに対応して習熟がただの“熟練”

（"熟練工，，などという場合の“熟練''）と混同さ

れ，揚句の果てには，中学校の技術家庭科でいう

習熟は，割当てられている時間数も少ないことで

あるからその程度も知れたものだというような俗

見も出て，この教科の教授において中核的な位置

を占めている身体的・運動的習熟の意義がとかく

なおざりにされるというゆゆしき大事もおこりか

ねないのである。

(3)さらにここで述べておきたいことは，いわば

知性的な知識の習熟を通しての習得に対して，身・

体的・運動的な習熟，したがって能力の形成過程

についてである。これは知識習得のcircuit図表

（前出）において知識習得コースがcircuitの左

側にあるのに対し，この過程はその右側にあり，

上に述べたような両者の相互関係が簡潔に図示さ

れている。そしてさきに知識の定着**において示

したようにその知識の習得は，左側Ｂターミナル

(2)教科の構造ないし授業の組織という点から考

えて重要な事項をまだ指摘していなかったので，

ここで補足する。－それは既に述べた教授過程，

すなわち“知識の習得"→‘‘技能・知能のcircuit'，

であるということに注意することが大切である。

Iま，その操作全体にわたる過程から不可分なもの

＊ダニロフ，“教授学”（上)，ｐ､227

56



F

律町（

戸

の(鋤点から出立してcircuitをまわり，（b)点に戻

り，この往復のコースを繰返すと同様，学習労働

を中核とする右側の過程，すなわちまん中のロー

タリーから興味・注意をへて右側ターミナル態度

に至る回路もまた知識回路と一つながりの大回路

の右半分を形成し，ストレートでない，そして一

そう複雑な，迂余曲折した往復の回路運動を繰返

す。すなわち子どもたちはこのコースにおいて，

左側のコースでは経験しない身体的活動を適度の

緊張感をもって行ない，したがってその行動は意

志的行動であり，学習遂行の成功の程度によって

人間的情動にも動かされる。そのコース上の興味

も注意も．そのターミナルにおける態度も，すべ

て習熟の支配を受け，習熟を通してそのすべてが

能力を高めることに§協力する。それは左側の知識

習得コースに比べて遥かに複雑であり，子どもた

ちにとっては精一杯のいそがしい行程である。し

かも知識習得とは常に一連の能力形成回路（圏）

を描いて一刻の停滞をも許さず，知識の発達と，

身体的行動の習熟＝能力の発達とはきびしく不可

分のものとして、外貌的にはこの時代の子どもの

生活行動の溌らつさとして現われる。したがって

このコースを導く教師の子どもに対するいたわり

と指導は，知識習得のコースの場合と全くその質

を同じくしその量と深さに至っては限度を知らな

いａ この場合の知識の発達と身体的行動とを不可

分ならしめているものは，いうまでもなく子ども

たちがじかに当而している道具，機械および労働

対象である。

．（４）（学習と学習労伽）そして，子どもたちの学

習は，彼らの学習労勘とのつながりから切離すこ

とができない。子どもの学習労働は，小学校にお

ける“集団遊び”の延長であり，その発達したも

のではあるが，中学校の教授過程においては，も

はやそれを子どもたちの興味中心の面白くやって

いる仕事とだけ見ているわけにいかない。そうか

といって学習を専ら知識の習得と見ることはなお

さらできない。学習は子どもたちが今でも好きな

遊びから完全に脱皮し得ないものであり，むしろ

その遊びの要素は，後の学年になっても教授のな

かに入り込んできてよいし，また入り込んでいな

ければならない。だが，この過程における教師の

指導が正しければ，子どもの興味はいつのまにか・

そ･の実践活動のなかで，それまでの単純な遊びや

遊戯的行動から離れないままで，その実践に根ざ

した生産的。理論的興味に自主的に移行するので

ある。かくてウシンズキーのいったように，学習

はいつまでも遊びはあり得ず，しかもそれ以上に

魅力ある“労働”となり，そしていつまでも“労

働”なのである。このぱあい，子どもの実践活動

の過程において徐々に行なわれるこの興味の自己

転移は，ウシンスキーにいわせれば，行動→思考

をへて真剣な思想の域に達し，いわばそこに“思

想の一杯つまった労働が徐々に行なわれることに

なるのである。かくてウシンスキーは教師たち

に，“どのような教科の教授も，被教育者の肩に

は彼らの若々しい力が克服できる程度の，ちょう

どそれくらいの労働（負担）がかかるように，こ

の学習の全過程を指導すべきこと”をすすめてい

るのである。

こうしてわれわれは，学習あるいは教授の過程

全体において， 子どもは自分たちの能力がちょう

どそれに堪え得るだけの学習負担を与えられなけ

れぱならないという一つのテーゼをウシンスキー

の言葉から学んだのであるが，これはもっと局部

的な過程においても明らかに成立っのである。す

なわち知識習得もそうであり，また思考の習得の

場合，子どもに可能な程度の思考活動しかも若干

の努力を必要とする活動が要求される。またとう

ぜん教材や子どもの作業は，彼らの能力相当のも

のであること，そしてあまりに容易すぎてはなら

ないということの重要さが説かれてきている。そ

5７



れらはすべて子どもの注意をひきつけるため，し

かもその注意が無意的と有意的との適当な割合に

おいて維持されるためである。

次に，これも原則的に重要なことであるが，子

どもはひろい範囲にわたる社会的経験が未だ不十

分であり，かつこれらを一ぺんに習得することが

できないのである。子どもは一つの古い教材･に習

熟（をマスター）しなければその次の新しい教材

に取組むことができないのである。そのために教

師は通り一ぺんの授業に満足していてはならず，

授業（単元）の一つ一つが創意にみちた積極的な

ものであるだけでなく，すでに知識習得コースに

おいても見たように，子どもの手を引きながら同

じ道を左から右に，また右から左に何べんでも往

復し，その都度習熟のcircuitを通り，その程度

（水準）を薄紙の厚さ程ずつ高め，その質を濃く

し，厚くしていかねばならない。それが習熟とと

もに能力を高め，固める教育現場の正常な道であ

った。そしてこれが知識習得だけの道でなく，知

'性的とともに身体的・運動的なコースをも含めた

学習全体の道であった。これはまなわち教授過程

そのものである。この教授過程が実質的に子ども

にとって学習労‘伽であらざるを得ない理由であ

る＊。

この第２の“テーゼ''一学習は往復の回路に

沿って行なわれる－は，第１の“テーゼ''一

学習は子どもの能力によってちょうど適当な困難

さをもつものでなければならない－と共に授業

組織のなかにとうぜん組入れられ，つながり合っ

て，実はこれらの“テーゼ”の積極的な結合が他

＊同時にわれわれは，この子どもにおける学習の質

の転化（学習→学習労働）が行なわれるたあに，

特に技術家庭科のような実践的教科の現場教師が

払う努カー教育労働の社会的・教育的意義がど

れだけ大きなものであるかをさまざまな側面から

評価せねばならない。

5８

ならぬ授業組織の骨格を形成するのだということ

もできる。そして学習労働の特徴は，いきおいこ

の第２の“テーゼ”にも惨透してくることにな

る。また第２の“テーゼ”のよりどころは，子ど

もが習得せねばならない多くの知識・習熟・能力

は不可分の前提として脳の活動の発達と緊密に結

びついた心理発達の一定の水準を必要とするとい

うことにある。そしてこの水準は教育や教授の過

程で外部からの働きかけを基礎として漸次的にし

か達成されないものである。学習はもともと組織

された活動なのである。そして特に技術家庭科の

ような教科ではこの授業組織において重点的位置

を占めるのは学習労働だということになる。そし

てさらに授業の構成という視点でこの上に厳密な

･体系が立てられるならば，子どもはそのような授

業には一そう注意ぶかく取組むようになる。

（５）（労働への愛好）ここで少し長くなるが，ダ

ニロフの学習労働についての基本的な意見を引用

する。－－教育的教授＊は，子どもたちの合目的

な労働の正しい組織を通しても実現される。学習

労働は，教育の最も威力ある要因である。労働の

過程で思想的構えが強くなり，信念が労働的努力

と結びつき，精神力と身体力を緊張させる習慣が

できていく。どのような労働にも粘りづよさや障

碍の克服が必要である。秋極的な，創造的な労働

は，子どもたちの発達に特に実り多く反映する。

そのような労働の行程では，彼らのなかに創意性

が育てられ，自分の労働を実際的に計画したり，

やり遂げた仕事を評価したりなどする能力が創ら

れる。積極的な学習労伽は，当面の作業の具体的

な課題を立てたり，立てられた課題を最もよいや

り方で遂行しようとする意識的な努力のほうへ子

＊ここで教育的とは，“研究的過程”に対しての用

語であり，“教育的教授”は“教育的教授過程”

に沿っての教授の意。なお，“技術教育''1965年

８月号，ｐ、３拙稿参照

Ｐ､
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どもたちを励ましたりするという仕方で，教師に

よって(授業のなかで－岡)組織される。系統的な

意識的な，正しく組織されている労働というもの

の下では，子どもたちのなかに順次に労働への愛

好がめざめ育てられていく。そのことは教育的教

授の成功の極めて重要な指標の一つである*。

(6)私は本篤の始めのところで技術家庭科が中学

校教育課程の一教科･として存在しているこどに

“満足”を感じていると述べたが，実は，この教

科は中学校教育課程として，‘他教科に劣らぬ大き

な意義をもち，効果を発揮すべきものと考えたか

らである。ただしそれにはわれわれとして欠かせ

ない主蝋体的な条件がいる。すなわち

１。被教育者である子どもは，新鮮な知党をもつ

中学生であり，教師の指導次第で学習，とくに学

習労働を通して意識的・積極的な態度を示し得る

恰好な年令期にあること，

２.技術家庭科が，ぼんらい学習労働を習得する

のに最も適した教科･であること

にもとづいて，

３．２．に対しては，その授業が正しく組織され

ていなければならない。そのためには教師は，こ

の教科が中学校の課程として現在設定されている

からという理由だけでその授業に当るのでは十分

でない。この教科･に対してもつ子どもの積極的・

意識的な態度を創り出すべき教師自身としては，

中学校の課程に自主的にそういう本質の教科（技

術家庭科）を創出・設定・構成し，それによって

それに取組む子どもの学習を意識的・積極的なも

のに高めなければならない。

４．労働教養

中学校期における授業，とくに技術家庭科の授

業には、いわゆる‘‘精神労働”と“身･体労仙”と

の差別はない。なぜなら子どもにおける労働と

＊ダニ画フ，“教授学”（上)，ｐ、１７７

は，すでに述べたように，ふつうの社会における

労伽ではなくて“教育の世界”における，精神的

な要素と身体的な要素とが揮然一体を成している

学習労働だからである。

さて教授の意義は，子どもたちが知識・能力・

習熟を獲得し，自分の力を発達させるということ

だけに止まるものではない。同時に重要なこと

は，子どもたちのなかに学習労･働の習熟を育成す

るということにある。もし子どもたちが学校時代

に学習に対して真剣な態度をとり，教師の課題を

正確にやり遂げる習慣をつけているならば，もし

そのさい，力相当のイニシァチヴや創造的態度を

現わすならば，もし彼らに提供される教材を深く

習得しているならば，もし精神的緊張が彼らの学

習の典型的な特徴であるならば*、これらの子ど

もたちの正しい精神発達に，学習労働による，ウ

シンスキーのいわゆる“思想の一ぱいつまった”

労働が切離し難く結びつくことは明かである。そ

こでは行動から思考への発達とともに，さらに思

考から思想への，まだホンの素朴なものではある

が，それだけ素直で溌らつたる形成が行なわれる

のである。

かくて知識・能力・習熟の意識的な強固な習得

過程は，子どもたちの祇極的な精神的・身体的労

伽であって、それが正しく組立てられている場合

に，彼らは労働教養の諸要素を独得していく＊*。

ここでわれわれは，“教養'，という言葉に出合

った。すでに私は，本稿（１）において，ひろい意

味の教育には“啓蒙”とともに“教養”の意味が

含まれていることに触れた***・明治以来の日本

の学校教育には，“教養”を容れる余地がなかっ

たが，社会的には，ドイツ観念論哲学が“文化概

念”のようなものを持込んできた大正期になって

＊

＊＊

ダニロフ，‘‘教授学”（上)，

ダニロフ，“教授学”（上)，

“技術教育'’1968年６月号，

ｐ，２３９

Ｐ、２４０

Ｐ、３
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学習である。それ

ことば，教授の各段階で教師が子どもたちに一定

の精神的，または精神的な緊張を要求するよう

な，正しく形成された課題や設問を彼らにむかっ

て提出することである。そして子どもたちは先行

する教授過程によってこのことに対する準備をし

ているのである。そしてこの準備は精神的，また

身体的労働のさまざまな能力や習熟の独得となっ

て現われる。かくて精神的労働は身体的労働と結

子どもたちの基本的な労働は，

ぴつくことによって，人間のそなえるべき，最も

初めて“教養”について語られるようになった。

しかしこれは，労働者や農民の生活活動とは全く

無縁な－部少数のアカデミズム内部に限られたも

のであった。だが，とにかくそれは“思想”とい

う概念に結びついており、それによって近代的な

“思想”を初めて日本に紹介したものであった。

だから，その“教養”は，当時ひろく一般にあり

がたそうに説かれていた“修養，’などというもの

の無内容なのに比べれば，まだしも思想:性をそな

えていたのである。かくて私は,、明治以来の“思

想性'，のひとカケラもない日本の学校教育，しか

も中学校段階において，しかも技術家庭科の内容

構成を検討して“学習労伽”すなわち知識・能力

・習熟の習得過程において，そしてその精神的・

身体的要素の結合の場面において，図らずも思考

の枠を越えて子どもたちの学習態度に到ったと

き，そこに思想の芽生えを見出し，したがってこ

こに新しい“教養”，日本の学校教育が未だかつ

て一度と示してくれなかった“教養”を，いわゆ

るアカデミズムや，思い上ったエリート意識から

ではなく，かえって労働に結合した“労働教義”

としてダニロフの示唆の下に見出したのである。

それがいかにして技術家庭科の学習順序をへて子

どものものとなるかは以上に述べた通りである。

子どもたちの学習労働を正しく組織するという

儒教的観念論に馴らされていた近世の日本に，近代科学の実証精神が輸入されて以来，

わが国の科学技術の発展を底辺からささえてきた“理科教育”の一世紀を，その制度・

内容・教授法にわたって詳細に分析した研究労作。

正しい意味での教養が，、この中学校期から徐々に
｛
塁

形成されるのである。

岡 本理科教育小史

以上をまとめて次のようにいうことができるｃ

園、

③国土新書最新刊.ノ

蒲生英男著
価320円〒８０

Iま緒神の作業と身体の作業により成る。それゆえ

に教授過程において子どもたちが精神活動と身体

運動との教養を身につけるという課題を立派に遂

行させることは，世界中の子どもとともに日本の

子どものために基本的な道徳的・人間的態度を教

えることである。すでに述べたように，教授過程

図表のＡターミナル（態度）において学習態度が

諏然たる一体を成すのであるが，それは精神労働

と身体的労働との結合と．協力によることであり，

そしてこの過程こそ子どもの労働教養の形成と獲

得の過程だったのである。（つづく） -今

国土社



産教連ニュース

:.一一…''一一・‘…_一…･－－一.~一－…．

ｌ通信N034号できる産教連通信NC34号ができ，先

１日全国の会員に発送しました｡内容は，『指導要領を
｜はみだした実践をしよう」という主張や，静岡の若手

1ｻーｸﾙのとりくみ,連盟編｢技術家庭科教育の創造」
Ｉの書評など盛りだくさんです。まだ少し残部がありま

!すので希望があったら事務局まで申し込んで下さい。
ｉ通信ＮＣ35号には学習指導要領についての特集をし

Ｉたいと思っています｡御意見をおよせ下さい。

ｉ日教組教研は熊本で,第18次の日教組全国教研集会

1は坐年'月25日から４日間熊本で開かれることになっ
ｉています｡今各県では県集会をおわり，分科会ごとに
ｌレポートの作成にいそがしいことと思います｡東京で

ｉも去る１１月15日，］6日の両日東京集会が開かれまし
ｌた｡例年のことながら技術の分科会は参考者が少なく

ｉ（'5人ぐらい)他の分科会に比較するとさびしい感じ
｜でしたが，年一回高校の先生をまじえて，熱心に話し

i合われました｡高校側からは，工業'商業農業とそ
|れぞれ後期中等教育の多様化が具体的に進行していく

iさまや，中学校の進路指導のゆがみが職業高校にいつ
’て学習意欲をなくしたり，学力が低かったりして問題

iが多いことや，それを克服した実践が報告されました。
！先日山梨の県教研があり参加する機会がありまし

iた。「安全教育」「労働条件｣などの最近特に問題に
｜なっている基本的なものから，「男女共通学習」「技

i術史｣などこれからの技術教育の中心的な課題にそっ
’てレポートが出され充実した研究会でした。時に１年

|生に3時間全部男女共通学習にした実践報告は今まで
｜数少ないものとして貴重なものでした。全国教研で報

i告されると思いますが十分な討議が期待されます。
Ｉ「数実研」民教連に加盟，数実研（数学教育実践研

i究会)が去る10月26日民教連に加盟することになりま
Ｉした。数実研はかねてから民間教育研究団体連絡会に

i加盟申請をしていましたが4年半の長期間の調整の末
１３３番目の団体として仲間入りしたことになります。

ミ加盟にあた.って，次のような確認書がとりかわされ

'言した｡こ…に敷調研と数教協の間題ではなく，
i私たち民間教育研究団体で研究を進めるものすべてに
ｌ大きな教訓を与えるものと思いますのでその一部をあ

iげておきます。
Ｌ四一一ヶ”クグーータクク”－－”タグ”一一夕””夕一一””｡』‐‐~‐‐一一一一一一一一

惇展ｒ
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確 認書

］962年10月，数学教育協議会（略称一数教協）におｉｉ

いては,会内で主要な地位と役割をもつ'3名の会員が｜
主として研究体制，理論上の問題と組織運営にかかわ§

る不満を理由に退会を決行するという不幸な状態が生｜
じた。当時，権力による教育破壊工作が露骨になってミ

きたときであるので退会問題は数教協に衝嬢壁与えた｜
ばかりでなく，民主的な教育運動の全体にも憂慮すべ；

誰難墓繍繍鶏?鯨:！
れ，独自の研究と運動を展開してきた。民主的な教育Ｉ

研究運動のなかで退会問題が未処置のまま数実研が成１
立したことは，数教協と数実研相互の団体間の対立を｜

生み,民教述加盟団体の間にもさまざまな問題をなげ！
かけた。

民教連憾,数実研の成立以降,両団体の間に和解が１
成立するよういくたびか斡旋をおこなってきたが，結１

局は実効をあげるところまでいかなかった｡このよう！
ななかで，1964年３月，数実研は民教連への加盟申諦Ｉ

をおこなった。………………中略………………

今日，ここに数実研の正式加盟が代表者会にはから’

れるにたあたり，両団体はつぎの事項を申し合わせ，！
固い決意をもってその確認をおこなうものである。ｉ

確．認事項

１．国家権力による教育反動化･軍国主義化･官僚ｉ

統制化が急速に進行しつつある今日,其の民主教育の１
創造をめざすわたしたちは,日教組.日商教に結集すｉ
る教師.研究者.父母大衆と連帯するとともに,民間１
教育運動の統一と団結が何物にもまして重要であるこｉ
とを一致して確認し,分裂的行動や団体どうしの敵対！
的な非難はともにこれをつつしむ。ｚわたしたｉ
ちは,お互いの団体の独自性と活動の多様性を尊重す！
る。しかし,研究と運動を進める過程で,理論上のｉ
対立や意見の相違が起こることは避けがたい。それら！

は高い理論的水準での,しかも節度をもった批判と自ｉ
己批判によって解決する。団体間の批判は，教育研究！

運動の性格にかんがみ,研究と運動が耽揚･地域に根ｉ
づくことへの努力を基礎にして，十分実証的な根拠を！

もったものでなければならないことを確認する。

３．４．は省略

会餐未納者および入会希望者は事務局へ送って下さいミ

東京都葛飾区青戸６－１９－２７向山玉雄方

ムウー一タタクタａ－－Ｃ－－－－－－ﾏｰﾀﾀp－－ｑ

６Ｚ
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１月号特集技術・家庭科の授業研究

技術・家庭科の授業研究向山玉雄

現場の授業研究一授業をしくんだ観点村田昭治

木材加工と子どものつまづき小池一清

技術科の授業実践の記録松田昭八

栽培学習をどのようにすすめたらよいか女鹿力

山村においての男女共学の実践・心谷晴子

工業教育の自主編成塩沢国彦

教師のための電気学習真空間とその諸作用・佐藤裕二

第２次大戦後の技術教育史Ⅲ清原道寿

２月号特集新しい教材の研究

新しい教材ということの意味

新しい視点から見た木工教材

機械学習と工作機械の教材化

製作をとりいれた電動機学習の新しい視点

電気の回路学習を進めるための教材

男女共学をたてまえとした食物学習

創造的思考力をのばす加工学習指導

調理学習における安全教育

小学校家庭科における子どものつまづき

しろうとのための電気学習

教師のための電気学習計測および計測機器

稲本茂

佐藤禎一

小池一清

向山玉雄

志村嘉信

坂本典子

荒川哲次

森光子

飯野こう

向山玉雄

佐藤裕二

．３月号特集新学年の構想

指導計画の作成にあたりおもうこと小池一情

製図の指導計画村田昭治

木材加工をどのように整理するか佐藤禎一

｢機械」の指導計画の視点・保泉信二

電気学習の指導計画志村嘉信

本年度の授業の反省と新年度の授業計画世木郁夫

食物学習の系統化一小学校内容について－植村千枝

金属加工教材の系統的指導堀口栄一他

献立学習のひとつの試み淵初恵

家庭電気けい光燈の点検修理高松浅子

テレビ放送教材の利用深尾望子

産教連大会第４(家庭)分科会報告によせる原春子

6２

４月号特集教育課定改定の問題点

教育課程の中間まとめと技術・家庭科向山玉雄

教育課程批判と技術・家庭科にのぞむもの草山貞胤

生産技術と教育課程の改定西田泰和

教育課程の改定をめぐって稲本茂

賓料教育課程改善についての中間まとめ

寵気学習の実践福田弘蔵

教育;機器を使っての木材加工学習伊藤幸雄

けい光燈記号配線図を考えだす学習平井屯

男女共学をめざす高校の食物学習真鍋みつ子

栽培学習の前進のために歳森茂

教師のための電気学習現行教科･書の問題点佐藤裕二

５月号特集授業過程と子どもの反応

授業過程と子どもの反応小池一浦

授業過程と子どもの反応保泉信二

投影図法の指導と生徒の反応をめぐって藤井万里

実習にあらわれる子どもの様態志村嘉信

子どもの転移性からみた授業研究黒沼良作

電気学習での子どもの反応山田幹雄

思考力を高める学習指導の一試案中沢輝一

加工学習における基礎的事項の習得過程山田三治

改定に期待したい男女共通・共学学習を千田カツ

木材加工のジグ〔Ｉ〕北沢競
松沢邦彦

６月号

能#熱縦鵜雨灘ii鱈にお
安全保持について
一新教科書を充実させるために－

自転車の歴史をとりいれた学習の試み

技術史の体系化

折りたたみ腰かけいすの製作

加工学習の確かな定着をめざして

‘作品別グループ学習の試み

白熱電燈の実践

３球ラジオ部品検査の学習指導

しろうとのための電気学習

木材加工のジク〔Ⅱ〕掻沢邦彦

岡．邦雄

大沢善和

鶴石英治

小野博吉

内山英雄

松田昭八

宮崎彦一

佐藤今朝江

寺田新一

向山玉雄

北沢競

匂

‐弓
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７月号

技術教育における学習の協同化

;機械学習はどうして停滞しているのか？

自在定規の製作

エンジン学習の２．３の授業記録より

電気学習について

同調回路の指導と授業記録

作業を先行した学習と理論を先行した学習

座談会女子の特性とは何か

女子の技術教育に対する視点

しろうとのための電気学習

木材加工のジク〔Ⅲ〕

実験・実験室のための
簡易小型交流アーク溶接機の試働作

保泉信二

佐藤禎一

加藤一司

平田徳男

戸谷上

大日方和彦

宮沢孝

河内洋二

向山玉雄

北沢競
松沢邦彦

山岡利厚

８月号特集新しい技術・家庭教育の創造

新しい授業をつくりだすこと後藤豊治

現場からの技術教育の創造村田昭治

子どものつまづきと技術の習得過程小池一満

機械学習はどこまで進んだか保泉信二

電気分野の研究はどこまで進んでいるか志･村嘉信
技術史の問題（１）
－今までに論じられたことから－佐藤禎一

技術家庭科教育の歴史的側面
一歴史の教材化一永島利明

家庭科教育のめざすもの植村千枝

誘導電動機のとりあげかた村、咲子

授業における１人１台の並３ラジオ製作福井秀徳

工業高校における男女共学諸岡市郎

知識の定蕃一教授活動の構成的考察(Ⅱ)－１m邦雄

９月号

道具の概念のひろがりと深まり村田昭治

誘導電動機の回転原理の指導過程商井浦

けい光燈記号配線図を考えだす学習平井屯

住居について考える授業の試み杉原博子

技術科教材論一主として栽培学習について－佐藤徳吉
賓料中学校の教育課程改善について

ラジオ回路研修のための実験法横田邦男

安全教育運勤経過報告ＮＯ●２熊谷穣重

査料東京都の技術科の現状とその問題点

しろうとのための電気学習向山玉雄

座談会普通教育における技術教育の連続性

１０月号特集技術・家庭科教育の現状

修新しい技術・家庭科教育の創造<

第17次産業教育研究大会の成果と反省

各分科会報告村田昭治西田泰和

小池一溝小川顕世

水越術夫植村千枝

後藤豊治

産教連20周年を迎えて

金属材料学習について朝倉達夫

金属加工学習の実践管治雄

栽培学習の現代的意義と研究の方向(１）浜田重遠

しろうとのための殖気学習向山玉雄

１１月号特集教科書の功罪

教科譜の正体は何か

教科書採択の現状と問題点について

検定済教科書をめぐって

技術・家庭科教科泌についての考察

教科書どおりに教えてこまったこと

アルカリ化成法によるぶんちんの表面処理

模型製作を入れた機械学習

けい光燈学習における技能評価の１例

栽培学習の現代的意義と研究の方向(2)

ソビエトの学校における家政Ｉ

教師のための新しい技術１－自動制御一

しろうとのための電気学習

態度の問題一教授活動の構成的考察Ⅲ一

佐藤禎一

保泉信二

志村嘉信

鹿鴫泰好

村野けい

近藤昌徳

久保三左男

佐藤吉男

浜田重遠

豊村洋子

井上光洋

向山玉雄

岡邦雄

１２月号特集指導法のくふう

指導法のくふう．小池一情

家庭学習とグﾙープ検図に徹した製図指導書継之ｉｉ
機構学習の指導法本間正彦

電気学習における指導の考察鹿島泰好

何をどう教えるか－食物学習一坂･本典子

機械学習の授業研究松田昭八

家庭機械における視覚的教具のくふう西尾貞栄

ソビエトの学校における家政Ⅱ豊村洋子

しろうとのための砥気学習向山玉雄

学習の生化学藤井清久
教師のための新しい技術Ⅱ井上光洋

6３
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２月号予告く１月20日発売＞技 術教育

特集学習指導要領の改定と問題点

学習指導要領の改定と

その問題点･…………･……･……………研究部

ラジオ学習のすすめかた…………………河野義顕

照明器具の指導……･…．．………･………･･古沢良彰

電燈の学習…･……･…･……………………高橋豪一

技術科のよい授業への探求

一教材をどのように構造化するか……西出勝雄

工場見学記･嶺…．．……･…………･…･･･……牧島高夫

技術史をどう位置づけるか…･……･……･小野博吉

といしの安全作業……･……………･･……永島利明

しろうとのための電気学習…･………･…･向山玉雄

ソビエトの学校における家政Ⅳ．．…･……豊村洋子

教師のための新しい技術Ⅳ………………井上光洋

教材･集’一金属加工………………………編集部

【
４

6４

教師を育てる基盤となったといえます。

◇そうした自主的編成について，本誌もささやかなが

ら努力を続け，全国の技術・家庭科担当の先生がたにい

くらかでも奉‘仕できたと自負しています。こんごも，諸

先生方の御協力により，その基本線をますます充実して

いきたいと思います。

◇このたび発表された学習指導要領は，「中間案」で

すが，これまでの経験からいえば，この案がほとんど，

決定版となるはずです，それだけに，この「中間案」が

おそらく，こんご10か年間位の間，「学習指導要領」と

して通用することになります，これまで積みあげてきた

実践的研究にもとづいて，この「新学習指導要領」を徹

底的に検討'〆批判することにしましょう。そのことは，

子どもの将来の幸福にかかわりをもつ教師の，最もたい

せつな責務であるといえるでしょう。

◇1969年の新しい年をむかえまし

た。新春の祝詞を申しあげます。

◇いよいよ今年は，中学校の学習

指導要領の改訂をめぐり，論議が

さかんにされなくてはならない年

になりました。

◇いまから約10年前をふりかえってみますと，技術・

家庭科の学習指導要領が公布され，それまでの職業・家

庭科といちぢるしく異った内容になり，教育現場はひじ

ような混乱におちいったことを思いだします。とくに，

文部省の天下り的な伝達講習会に対する拒否闘争が，全

国的規模で展開され，職業・家庭科担当教師は，あるい

は対権力意識をこれまでになく昂揚しましたし，あるい

は，混乱と困惑におちいる者も多かったといえます。

◇あれから約10年，そのときの闘争の経験は，教育課

程の自主編成に，遅々としてではあるが地道に取りくむ
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動物の科学呈瀞蕪
小原秀雄著騨綴,鮭繍淵翌屋旦Wi?蝋繊,剰難

山
田
清
人
著
〈
肢
新
刊
〉
挫
鯉
郷
入
価
一
、
一
一
垢
エ
叩

教
育
科
学
運
動
史
一
鑑
識

教
育
科
学
連
動
を
ひ
た
む
き
に
推
し
進
め
て
来
た

「
教
科
研
」
の
歩
み
を
、
機
関
誌
「
教
育
」
「
教
育

科
学
研
究
」
を
中
心
に
克
明
に
紹
介
し
、
民
間
教
育

運
動
発
展
の
た
め
の
布
石
に
し
よ
う
と
し
た
労
作
。

巻
末
に
、
教
育
・
社
会
・
文
化
に
わ
た
る
出
来
事
と

民
間
教
育
連
動
を
対
比
さ
せ
た
年
表
を
付
す
。

国
民
教
育
の
課
題
岬
潤
瀧

教
育
行
政
上
の
問
題
、
教
育
観
、
教
育
内
容
や
方
法
、

研
究
の
あ
り
方
を
検
討
し
、
民
主
的
な
国
民
教
育
を

創
造
す
る
た
め
の
課
題
を
究
明
し
た
。

音
楽
と
教
育
淵
恭

来
の
脊
梁
が
創
造
で
き
る
と
い
う
観
点
か
ら
論
究
。

ち
と
特
質
を
把
握
し
、
欠
陥
を
克
服
し
て
こ
そ
、
将

日
本
の
音
楽
遺
産
を
正
し
く
継
承
し
、
そ
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<主要目次＞

第１章動物の「正」態

第２章食物連鎖と生態的地位

第３章生態的地位と極

第４章生物界の発腿

鋪５章生物界における哨乳類

終章生物について巻える
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の学習心理

■

教育

●清原道寿著

○産業教育研究連盟編

技術･家庭科教育

の創造
従来の産業心理学研究では，現実の授業場而における生徒たちの学

習心理過程を分析することは，ほとんど行なわれなかった。技術教

育の研究にあっては基本的であり不可欠なこの面を，本書は計面的

な観察と詳細なデータによって克服し，はじめて「技術教育の理論」
を体系化した。「つめこみ」を排し，生徒に適した本格的な技術学
習の指導を目指す人々 の必読,ｉｆ。

〈主要目次＞序章技術教育の意義
第１章技術学料と発達

第２章技術学稗心理の一般的原則

第３章技術習得の心理

第４章技術学習における問題解決の心理

第５章安全作業と心理

節６章学稗の環境条件

Ａ５判272ページ上製
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技術編の原理と方法
技術教育が被教育者の将来の成長と幸福を約束する基本的な人間教

育であるという観点から，めまぐるしい「技術難新」の時代におけ

る教育のあり方を究明した。多数の実践記録を背景に,｢技術球新」

を，労働内容の変化の而から分析し，どういう．労働力を育てること

が技術教育としての基本的なことがらであるかを検討し，未来の労

働者を育てるための，技術教育の原理と方法を究明した。

〈主要目次＞第１章Ｅ１本における｢技術革新｣と労働内容の変化
第２章「技術難新｣に対応する技術教育

第３章技術教育における“技術”と“技能'’

第４章技術教育の性格・目的

第５章教育内容の編成

第６章指導方法の一般的京則

第７章指導方法の形態

第８章指導過穏と評価の方法

第９章学習環境

③佐々木享・原正敏著

技術教育と

災害問題
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家庭科の実践
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●後藤豊治編

新しい

奇

改訂食物学概論

③稲垣長典著


